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  詩


  



  キリストと共に十字架につけられ、

  よみがえらされ、栄光を受けた


  



  「私はキリストと共に十字架につけられています。にもかかわらず、私が生きているのは、

  もはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。

  そして、私が今肉体において生きているこの命を、私は神の御子の信仰によって生きます。

  この方は私を愛し、私のためにご自身を与えてくださったのです。」


  
    イエスがカルバリで死なれた時、

    私もそこにいました。

    彼は私のために身代わりになってくださいました。

    今、私は彼と同じように受け入れられ、

    彼の権利にあずかります。

    

    イエスが神の命をもってよみがえった時、

    私もそこにいました。

    彼の復活の力は私のものです。

    そして、ぶどうの木とその枝々のように

    私は彼の命にあずかります。

    

    イエスがいつか私のために来られる時、

    私はそこにいるでしょう。

    私は彼と一緒になり、彼のようになります。

    そして、彼の輝かしい威光のすべてに

    私もあずかります。

    

    ああ、さいわいな生活、深く、高い生活、

    主よ、私をそこに保ってください。

    キリストと共に生き、死ぬよう、私を助けてください。

    そして、彼と共に、少しずつ、

    彼の栄光にあずからせてください。

    


  


  



  第１章 キリストと共に十字架につけられた


  



  「私たちも行って、彼と共に死のうではありませんか。」（ヨハネ十一・十六）


  この言葉はトマスの心から溢れ出た激しい愛のほとばしりでした。弟子たちは主がユダヤに戻らないよう空しい説得を続けていました。なぜなら、ラザロのよみがえりによって悪意ある憎しみが引き起こされ、主がユダヤに戻るなら危険な目に遭うのは確実だったからです。弟子たちは言いました、「主よ、ユダヤ人があなたを石打ちにしようとしたばかりなのに、またそこに戻られるのですか？」。しかし、説得が功を奏さず、戻って敵と対峙しようとする主の決意の堅さを見て、トマスは自暴自棄と情熱の衝動に駆られて叫びました、「私たちも行って、彼と共に死のうではありませんか」。この言葉はラザロの死について述べているのではなく、イエスがユダヤに戻るなら確実に被ることになるであろう死について述べています。トマスの叫びは、「望みが薄い」にもかかわらず自分の指揮官に従って危険と死の中に飛び込もうとしている献身的な兵士の叫びでした。


  トマスの言葉は彼が思っていた以上に賢明な言葉でした。トマスとその仲間の弟子たちは彼らの主の運命に直ちにあずかったわけではないのは事実です。なぜなら、キリストは後にペテロに言われたからです、「わたしが行くところに、あなたたちは今はついて来ることができませんが、後でついて来るようになるでしょう」。彼らは彼と共に死ぬことになるのですが、これには文字どおり迫害されて殉教する前でも、深遠で神聖な意味がありました。この御言葉はイエス・キリストのすべての弟子にも言えますが、これはとても現実的で厳粛なことです。なぜなら、私たちのほむべき主の死は私たちの救いの源であるだけでなく、私たちの生活の模範でもあるからです。理にかなった信仰と活気づけられた霊の共鳴とをもって、私たちもトマスと一緒に「行って、彼と共に死のうではありませんか」。


  



  過去の罪の生活に対してキリストと共に十字架につけられた


  



  私たちは自分の過去の罪の生活に対してキリストと共に死ぬことができます。これには重大な意義があります。信者の生活の第一段階は義認です。義認は主イエス・キリストの死に基づいており、彼の死を私たちの死と見なす信仰を通して私たちに与えられます。「彼が死んだのは、ただ一度罪に対して死んだのです。（中略）同じようにあなたたちも、自分は罪に対して死んだ者であり、私たちの主イエス・キリストを通して神に生きる者であると見なしなさい」。なぜなら、死んだ者は「罪から解放された」からです。あるいは、文字どおりの意味によると、「罪から義とされた」からです。


  神が人を救われる時、神は優しい恵み深い寛大さでその人の罪を見過ごされるだけでなく、一度かぎり完全に罪を解決してくださいます。神が罪人を義とされる時、神はその罪人の過ちを見過ごされるだけでなく、その人を義と宣言し、まるで一度も罪を犯したことがないかのような立場に置いてくださいます。あるいはむしろ、自分の罪のために罰せられ、罪人として処刑された者、そうして正義と律法の要求をすべて満たした者であるかのような立場に置いてくださいます。


  イエス・キリストがカルバリの十字架にかかられた時、彼は後に自分を信じることになるすべての罪人の身代わりとして苦しまれました。私たちは彼の傷ついた脇に隠されて、そこにいました。そして、神はそれをまるで私たちの死、私たちの処刑であるかのように見なされます。その日は、キリストとその信者に対する裁きの日でした。すなわち、義の要求はすべて満たされ、刑罰はすべて執行され、負債はすべて支払われたのです。彼と共に私たちは罪に対して死にました。そして、神は私たちのことを実際に死んだ者のように見なしてくださいます。犯罪人は処刑されて埋葬されました。死人であるその人に、律法は二度と触れることができません。


  今やキリストの復活を通して私たちは新しい生活に入りました――昔の罪深い生活から完全に分離された生活です。神は私たちを罪を犯した者ではなく、天から生まれた新しい被造物、神の御前でイエス・キリストと全く同じ立場に立つ者のように見なしてくださいます。このようにキリストの死は、私たちがそれを自分のものと見なす時、義とされて「愛する者にあって受け入れられる」立場に私たちを置きます。


  確かに、これは罪を犯して地獄に値する人間のために備えられている輝かしい立場です。おお、罪人よ、急いでこのさいわいな特権、自分はキリストを通して罪に対して死んだと見なす特権を求めなさい。「私たちも行って、彼と共に死のうではありませんか」。そして私たちは復活して、死んでくださった方のために生きようではありませんか。


  



  罪の力に対してキリストと共に十字架につけられた


  



  私たちは自分の心と生活の中にある罪の力に対してキリストと共に死ぬことができます。これには意義があります。なぜなら、キリストがカルバリで死なれた時、彼は私たちの罪深い性質のために死なれたからです。「神は御子を罪深い肉の様で罪のために遣わして、肉において罪を処罰されました。それは肉にしたがってではなく御霊にしたがって歩む私たちにおいて律法の義の要求が満たされるためです」。「神は罪を知らない方を私たちのために罪とされました。それは私たちが彼にあって神の義となることができるためです」。これらの節は疑いもなく、イエス・キリストの死は私たちの義認のためだけでなく私たちの聖化のための神の備えでもあったこと、そしてキリストはカルバリの十字架上で私たちの罪過や刑罰の負債を負われただけでなく、堕落した種族から私たちが受け継いだあらゆる腐敗の根と源を伴う私たちの罪深い性質をも負われたことを教えています。ですから、「イエスが死なれた時、自分の過去の罪の生活が十字架上で償われただけでなく、この罪の原理とこの罪深い人の全存在が十字架につけられた」と私たちは見なすことができます。これを彼に負っていただくこと、これは彼と共に十字架につけられたと見なすこと、それが自分を操る権利をもはや認めないこと、それを拒絶すること、彼の復活から自分の新しい命を得て、自分はイエス・キリストを通して神に生きる者であると見なすこと。これらは私たちの特権なのです。


  さて、この秘訣は信仰によって見なすことです。そして、この生活で私たちが遭遇する最も深い落とし穴は、私たちの感情に訴えて私たちの信仰を攻撃するサタンの攻撃です。サタンは、あなたが自分を神に完全に明け渡して自分自身を否んだ後も、「実は何も変わっていません。自分の昔の罪深い自己が依然として力を保っています。このように見なすことは虚構の偽りです」とあなたに思わせようとします。もしあなたが一度でもサタンの言うことに耳を傾けて自分自身の心に問うなら、あなたは確実に倒れるでしょう。しかし、もしあなたがサタンを信じることを拒絶して断固として見なし続けるなら、神がそれを現実のものにしてくださるでしょう。「自分は卑しい者だ」と信じるなら、その人は大抵卑しくなります。奇妙なことですが、これが人間の性質の一つの原理です。しかし、人がより高い原理や動機を認識するなら、その人はそれをそこに見いだしやすくなります。この世の人々の間でさえ二つの傾向があります。優れた意欲は高い理想と高貴な大志によって呼び起こされますが、他方、低級な意気阻喪させる思想は確実に意欲をそぎます。霊的生活でも、まさにこの勝利の原則は信仰です。あなたが堅く要求して保持するものを、神は実際のものとしてあなたに経験させてくださいます。もしあなたがひるむなら、あなたは絶えず倒れるでしょう。


  この戦いで多くの人を助けてきた奇妙な例証があります。この例証は心霊主義の独特な現象から取られたものです。この驚くべき悪の顕現の多くはたんなる偽りにすぎませんが、それでもまぎれもなく、その多くは超自然の現実の出来事です。サタンは空中から私たちの五感に働きかけることができ、私たちの知人や愛していた人の姿形を真似して描き出し、まるでその人が本当に生きていてその場にいるかのように見せかけることができます。声を真似することもできるので、その霊媒に引っかかった人は「これは本当に自分の死んだ親友だ」と信じてしまいます。しかし、実際はそうではありません。それはサタンが自分の器用な能力を使ってでっちあげた像にすぎません。科学もこれを模倣しており、いつの日か、私たちの感覚の前に仮想的な物の像を描き出すようになるでしょう。この巧妙な誘惑に打ち勝つ唯一の道は、「この像は現実ではありません。友人は死んでいます。これはたんにサタンの誘惑にすぎません」と悪魔に告げることです。危機に瀕していた多くの魂はこうして救われました。そして、彼らがこの超自然的な訪れに立ち向かってそれを否定した時、突然、穏やかな優しい光景から憎しみと冒涜の光景に一変し、呪いと中傷を吐きながら消えていくのを彼らは経験したのです。


  同じように、サタンは私たちの古い自己の命の亡霊をでっちあげて、「それはまだ生きている」と私たちに思わせることができます。勝利の秘訣はこの嘘を信じることを拒絶して、「私たちは自分自身をキリストに委ねました。彼は私たちを受け入れてくださいました」と信じ、宣言し、この立場を維持して、堅く私たちの信仰の上に立つことです。私たちの古い自己と罪の命は彼に明け渡されました。私たちはそれを恐れることも、それに従うこともしません。私たちは「私は自分自身に対して死んだ」と見なします。そして今から後、毎瞬毎瞬、私たちの新しい生活のために主に拠り頼みつつ生き、私たちの力、聖潔、幸福を一呼吸ごとに主から引き出して生きます。


  



  実際生活の中でキリストと共に十字架につけられること


  



  私たちは実際生活の中で毎瞬毎瞬、信仰の取り引きによってキリストと共に死ななければなりません。これには意義があります。ある時点で私たちは明確に自分を明け渡して、主を受け入れなければなりません。しかし、その後、これは私たちの実際生活の隅々にまで適用される必要があります。なぜなら、主は摂理の中で私たちと会われ、私たちが実際の経験に直面するようにされるからです。これにより私たちは主の地上生活にあずかる実際的交わりの中にもたらされ、その生活を再び主と共に生きることができるようにされます。その時、私たちは十字架につけられた方とのこのさいわいな合一の意義や助けを経験します。そして、自分自身でそれを行う必要はなく、主と共にそれを行えばよいこと、また主に私たちの内でそれを行ってもらえばよいことを、毎日主に感謝するようになります。自分の力や善良さは私たちの期待に全く反するものであることを経験しないかぎり、私たちはあまり遠くには進めないでしょう。主は私たちから力も善良さも期待しておられません。主が私たちに期待しておられるのは、私たちが自分の力や善良さを無視して、その代わりに主を十全な方として受け入れることだけです。これを悟るならなんと慰められることか。私たちのなすべき事は、自分自身のすべての力に対して彼と共に死ぬことであり、次に主の豊かさ、「恵みに次ぐ恵み」を受け取ることです。自分自身は決して善なる者ではないことを、私たちは少しずつ学びます。落胆することなく、これを知ることを学びます。主はそれを最初から知っておられたのですが、私たちがそれを完全に理解するようにされただけなのです。最後に私たちは主に服従して一つ一つの戦いを始め、「神に感謝します。神は常にキリスト・イエスを通して私たちに勝利を与えてくださいます」という歌をもってその戦いを終えます。


  私たちはしばしば、自分の古い積極的な性質や自己主張が表に飛び出して、その根強い力で私たちをおびえさせる場面に出くわすでしょう。どんなに努力してもそれを抑えられないことがわかります。この時、私たちは無限の安息と喜びをもって、次のことを学びます。すなわち、それを抑えるのは主の仕事であって、私たちはそれを主に渡しさえすればよいのです。そうするなら、主の愛はそれを眠らせて死に至らせ、私たちの内に働いて、「御旨のままに願わせ、働かせてくださる」のです。


  こうして私たちが巧妙な誘惑や激しい誘惑に遭う時、私たちが背後に控えているかぎり、主が前面に立ってくださるのを私たちは見ます。主の御声は私たちに再び保証を与えて言われます、「静まって神の救いを見なさい。戦いはあなたのものではなく神のものです」。私たちが不義、誤解、偽りによって虐待される時、虐待されているのは主であって私たちではないことを私たちは見ます。そして、私たちは主が迫害者や敵に向かって「なぜわたしを迫害するのか？」と言われるのを聞きます。「（私たちの）魂を忠信な造物主の守りに委ねる」こと、そして彼が苦しんで死なれたように彼と共に死ぬことは、こんなにも安息に満ちています。彼は「ほふる者の所に引いて来られた小羊、毛を刈る者の前で黙している羊」のようでした。


  また、困難や災いに遭う時、私たちはあせって人の助けを求めようとしたり、何らかの急場しのぎの自己努力をしようとはしません。その代わりに、私たちは自分が神の御手に中にあるのを見ます。そして、私たちの試みは第一に主のものであって、私たちは主との交わりの中でそれにあずかるだけであることを悟ります。


  カペナウムの出来事はなんと素晴らしいのでしょう。そこで貧しいペテロは突然、税金を求めるローマの役人たちに要求を突きつけられ、その税金を払えなくて途方にくれました。主は「ペテロをさえぎられた」となんと優しく記されていることか。主は彼が困難に遭うことを予期し、ペテロがそれについて一言も話さぬうちに助けを備えてくださったのです。主が彼を海に遣わして魚をとらせたところ、その口に金の硬貨がありました。しかし、主は絶妙の気転をきかせて、さらに言われました、「それを取ってわたしとあなたのために支払いなさい。それはあなたの税金ではありません、ペテロよ、第一にわたしの税金なのです。わたしがこの重荷を負います。あなたは私と共に苦しんでいるのです」。


  愛する人よ、もし私たちが「人生の試練は主の苦難に共にあずかることである」と悟り、常に主を第一にするなら、彼と共に死ぬことはとても甘いものになるでしょう。そして、私たちを辱め、悩ませ、しばしば私たちに対する不信仰と罪の誘惑の機会となったものは、重荷から翼に変わり、私たちの主とさらに親密になる機会、主の御名によってさらに尊い勝利を得る機会となるでしょう。


  私たちはこのように行って彼と共に死ぬ覚悟があるでしょうか？孤独、恥、悲しみという道で主に従い続け、一歩ごとに主とのさらに親密な交わりを経験する覚悟があるでしょうか？今後、主の生活と悲しみの物語全体が完全に自分の生活の中で上演されることになったとしても、決して一瞬たりとも自分だけでそれに対応せず、常に主と共に対応しようではありませんか。私たちの道がオリーブ山の斜面を下っていき、たとえ暗闇のゲッセマネの薄暗がりの中に私たちを導いたとしても、主は私たちにこう告げておられることを思い出そうではありませんか。「あなたたちはわたしと共に一時間起きていることもできなかったのですか」。「あなたたちはわたしの試みの間、わたしと共にいてくれた人たちです。ですから、わたしの父がわたしに王国を与えてくださったように、わたしもあなたたちに王国を与えます」。主は裁きの間で非難と恥を受け、ユダに裏切られ、さらにひどいことにお気に入りの愛するペテロにまで否認されました。今後、私たちが進んで行ってこのような主に出会ったとしても、そのような境遇を主と共にくぐり抜け、主の御霊の中で対応し、「私たちは彼と共に死に遭っている」という甘い認識を持とうではありませんか。闇が深まってあの十字架の暗闇になる時――その時、彼のために地の太陽は輝くのをやめ、地の友人たちは彼を見捨てて逃げ、御父ですらしばし顔を曇らせて彼から顔をそむけました――おお、私たちは「自分の前に置かれた喜びのゆえに、恥をものともせず十字架を耐え忍ばれた」方を思い出そうではありませんか。私たちはまず「キリストの復活の力」を学ぼうではありませんか。そうするなら、私たちは「キリストの苦難の交わり」を恐れることはありませんし、「キリストの死に同形化されること」から退くこともありません。「私たちも行って、彼と共に死のうではありませんか」。


  



  第２章 キリストの復活の力


  



  「もしあなたたちがキリストと共によみがえらされたのなら、上にあるものを求めなさい。そこでキリストは神の右手に座しておられます。」（コロサイ三・一）


  「それは私がキリストと、その復活の力と、その苦難の交わりとを知り、その死に同形化されるためです。」（ピリピ三・十）


  「しかし、主を待ち望む者は新たな力を得、鷲のように翼をはってのぼることができます。走っても疲れることなく、歩いても弱ることはありません。」（イザヤ四〇・三一）


  私たちの主イエス・キリストの復活はキリスト教の真の出発点です。復活節は自然と恵みの両方で真の新年です。この三つの節は、復活に対する私たちの姿勢、キリストと共によみがえらされた者である私たちの目的、キリストの復活が私たちの生活や働きに及ぼす力について描写しています。


  



  復活に対する私たちの姿勢


  



  「もしあなたたちがキリストと共によみがえらされたのなら」。文字どおり正確に言葉を訳すと、「もしあなたたちがキリストと共に復活させられたのなら」となります。人が復活させられる時、その人は無から有へ、死から命へもたらされます。この移行は無限です。真のクリスチャンは復活させられた人です。自然宗教や人の道徳にすぎないものから出たあらゆる教えに対する重大な異議は、「私たちはより高い水準によみがえる」ということです。福音の素晴らしい点は、私たちのよみがえりを教えていることではありません。そうではなく、私たちは自分では何も良いことを行えないことを示して、私たちを直ちに墓の中に、完全な無力さと無の中に葬ることです。次に、福音は私たちを新しい命によみがえらせます。この新しい命は全く上から生まれたものであり、天の力のみによって支えられます。


  クリスチャン生活は自己改善の生活ではなく、全く超自然的で神聖な生活です。さて、復活は死の前にはありえません。これが前提であり、現実です。死が復活の命と力を得る手段でしたし、これからもそうでしょう。ですから、あらゆるものに対して死んで私たちの後ろに捨て去ること、いいえ、自分自身に対して死んで本当に存在しなくなることを、恐れないようにしようではありませんか。手放して失うものは何もありません。私たちは出てこないかぎり入れません。もし私たちが彼と共に死ぬなら、彼と共に生きるようになります。


  しかし、コロサイ人への手紙のこの節は、私たちはすでに死んでよみがえったという事実を述べており、そして、私たちは今や「これは自分にとって成就された事実である」という姿勢を取るべきことを述べています。パウロはここで、キリストと共に再び死んで彼と共に新たによみがえるよう、コロサイ人に求めているのではありません。そうではなく、すでに死んでよみがえった事実を認識するよう求めているのであり、そして、死んでよみがえった者としてそれにふさわしい水準に基づいて生きてほしいと求めているのです。パウロはこの節の後半でコロサイ人に告げます、「なぜなら、あなたたちはすでに死んでおり、あなたたちの命はキリストと共に神の内に隠されているからです」。


  ローマ人への手紙六章で、この思想がさらによく展開されています。使徒は言います、「イエス・キリストの中へとバプテスマされた私たちは、彼の死の中へとバプテスマされました。ですから、私たちはバプテスマにより彼と共に死の中へと葬られています。それはキリストが御父の栄光によって死からよみがえられたように、私たちも命の新しさの中を歩むためです」。次に、この事実の確かさをさらに強調するために彼は言います、「死からよみがえられたキリストはもはや死ぬことはなく、死はもはや彼を支配することはありません。なぜなら、彼が死なれたのは、一度だけ罪に対して死なれたからです。しかし、彼が生きておられるのは、神に対して生きておられるのです」。ですから同じように、使徒は私たちに命じます、「自分は罪に対して死んだ者であり、私たちの主イエス・キリストを通して神に対して生きている者であると見なしなさい（中略）死からよみがえって生きている者として自分自身を神にささげ、あなたたちの肢体を義の道具として神にささげなさい」。


  さて、今日の教えの多くは、「あなたたち自身を神にささげて、絶えず死に続ける過程を通して十字架につけられなさい」と私たちに命じます。しかし、使徒はそのようなことを全くここで述べていません。それどころか、私たちは十字架は自分の背後にあることを悟って、すでに死んで生き返った者として自分自身を神にささげるべきです。また、この理由により、私たちは自分自身を神にささげて、神の奉仕と栄光のために用いていただくべきです。


  見事な鳥が力強い翼を広げて中空を滑空するのをご覧になったことはあるでしょうか？鳥は羽ばたくことなく、また見たところ筋肉を動かすこともなく、晴れ渡った空に浮かんでいます。中空を舞い、彼方に浮かび、地の遙か上にあります。鳥は上る必要はありません。すでに上っており、その高い燦然たる高度で安息しています。小さなひばりの動きとは大違いです。ひばりは地面から飛び上がり、羽ばたく努力を続け、同じ高度に上って朝の歌を歌います。そして、再び地上に戻ってきます。一方の姿勢は上ろうとする姿勢であり、他方の姿勢は「すでに上っている」という姿勢です。


  おそらく、あなたは言うでしょう、「自分が依然として生きている証拠がこんなにたくさん見つかるのに、どうして『自分は死んだ』と見なせるのでしょう？それに、私を再び低い水準に連れ戻すものがこんなにたくさん見つかるのに、どうして『自分はよみがえらされた』と見なせるのでしょう」。あなたが後退してしまうのは、あなたが見なすことにもとどまることにも失敗しているからです。「依然として古い命が生きている」と認めるなら、それは現実のものとなり、あなたはそれに打ち勝てないままです。福音の体系全体の下に横たわっている原理は、私たちは信仰を活用して見なすことに応じて受けるということです。この信仰の魔法の杖は、あなたの魂の墓場からよみがえって来るすべての亡霊を葬るでしょう。疑いの精神はそれらの亡霊を墓場から連れ出してきて、あなたが疑いを持ち続けるかぎり、あなたにつきまとうでしょう。絶えず死に続けることができる唯一の道は、あなたが自分自身をキリストに明け渡して、次に、「自分は彼と共に死んだ」と見なすことです。


  驚異的なことに、前の章で見たように、心霊主義は死者の霊を生き返らせて肉や血の形で呼び戻す力を持っているように見えます。亡くなった父親が自分の子供に現れて、彼女に昔の懐かしい口調で話しかけ、彼女自身しか知りえないことを告げる、ということも珍しくありません。この時、騙されやすい心の持ち主は、「これは生前の同じ人であって、埋葬された父親は本当に生きている」と信じるよう駆り立てられそうになります。しかし、これは真実ではありません。これは嘘です。父親はあなたが墓に埋めた時と同じように死んだままです。父親の体は依然としてそこにあり、土の中で朽ちています。また、たとえ父親が生きているように思えても、彼の霊は永遠の世界にあります。


  さて、ここに福音の原則の良い例証があります。あなたは自分自身をキリストに明け渡して彼と共に十字架につけられ、自分の古い命をすべて過ぎ去らせます。そしてそれ以降、天から生まれて、ただ彼と共に活動する者として生きます。しかし突然、あなたの昔の悪い性質が現れ、昔の考えや悪い傾向が自己を主張して、大声でやかましく「自分たちはまだ死んでいない」と言います。さて、あなたがこれらのことを認め、それを恐れ、それに従うなら、あなたは確実にそれに命を与えてしまいます。そして、それがあなたを支配して、あなたを昔の状態に引きずり戻してしまうでしょう。しかし、もしあなたがそれを認めることを拒み、「これはサタンの嘘です。私は本当に罪に対して死んでいるのです。それは私に属するものではなく、悪魔の子供たちです。ですから、私は断固としてそれを拒絶し、その上に立ちます」と言うなら――神があなたをそれから引き離し、それを完全に死なせてくださるでしょう。それはあなたの一部ではなく、サタンがあなたの上に投じようとした誘惑にすぎないことがわかるでしょう。サタンはそれをあなたの周囲に張り巡らして、それがあたかもあなたの一部であるかのように見せかけようとしたのです。


  これが誘惑と罪のあらゆる働きに対する真の治療薬です。恐ろしいことに、人が自分を邪悪な者と見なす時、その人は邪悪になってしまいます。


  才能豊かな人が二重人格について書いた奇妙な物語があります。その二重人格者は「自分は高貴な性格の持ち主である」と信じた時は、高貴で真実な者となり、そのような者として生活します。しかし、その反対の考えに取り憑かれて「自分は劣った人間だ」と感じだすと、そのとおりに堕落してしまいます。「人は自分の心の中で思うとおりの人になります」。私たちが自分をどう見なすかが、現実となって私たちに跳ね返ってきます。それゆえ、神はこの信仰の原則を個人的な義と聖の源とされましたし、また、人々を自分自身から神の命そのものの中へと導く、繊細ではあるけれども崇高な力とされたのです。


  



  キリストと共によみがえらされた私たちの目的


  



  私たちの姿勢が私たちの目的に影響を及ぼします。人々は自分の立場にしたがって生活します。高貴な家に生まれた身分の高い子供の場合、「自分は高貴な家の出である」という自覚がその立ち居振る舞いに影響を及ぼします。それと同じように、天の王国の国籍を持つ、自分の高い天的地位を自覚している人々は、この王国の子供たちとして歩みます。パウロの手紙のこの残りの部分は、このきわめて実際的な考えを実行に移すことにあてられています。私たちはキリストと共によみがえったのですから、そのように生きようではありませんか。


  嘘をついてはいけない理由は、私たちは古い人を脱いで新しい人を着たからです。私たちは貧乏人ではなくなって、王子になりました。ですから、私たちは乞食のボロ着を脱いで王子の肩章を身につけるべきです。私たちは新しい人を着ました。ですから、私たちは優しさ、謙遜な思い、柔和、忍耐、そして、それらすべての上に愛を着ようではありませんか。愛はすべての衣を結び合わせる完全な帯です。私たちの衣の中で最上の衣はキリストご自身です。この復活の命はきわめて実際的です。使徒は人生で最も身近な関係――家族関係、主人と僕の関係、生活上のあらゆる現世的義務――に対してこの復活の命を適用します。この復活の命は私たちの振る舞いや目的全体に影響を及ぼし、どこであろうと召された所を歩むよう私たちを導きます。


  



  キリストの復活が私たちの生活や働きに及ぼす力


  



  これは私たちを導いて、「私たちはキリストと共によみがえらされた」というこの輝かしい事実には実際的力があることを気づかせてくれます。この輝かしい事実には、第一に、私たちの希望と救いの保証を確かなものにする力があります。なぜなら、イエスの復活は最後の仕上げの働きであり、贖いの代価が支払われて贖いの働きが成就したことを人々や御使いたちに対して保証するものだからです。イエスが墓から凱旋して出て来られた時、そこに行った彼の目的は成就されたこと、彼が企てた働きは成功を収めたこと、そして御父は彼が成就した贖いに満足されたことが、宇宙に対して明らかにされました。ですから、私たちは永遠の礎である彼の復活の上に信仰により安息することができますし、「罪に定めるのは誰ですか？キリストは死んで、再びよみがえられたのです」と言うことができます。


  また、キリストの復活は私たちを聖別する力です。この力により私たちは、「私たちの古い命、私たちの以前の自己はなくなりました。私たちはもはや神の目から見て以前と同じ人ではありませんし、自分自身のものでもありません」と見なすことができます。私たちは確信をもって自分自身を拒絶することができますし、自分の以前の悪い性質に従ったり、それを恐れたりすることを拒否することができます。実に、復活したキリストご自身が私たちの所に来て、私たちの内に住み、私たちの内でこの新しい生活と勝利の従順の力になってくださるのです。復活の事実だけでなく、復活した方との交わりが、私たちに勝利と力を与えます。私たちは、「私はキリストと共に十字架につけられました。それにもかかわらず私が生きているのは、もはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです」という崇高な矛盾の意味を学びました。信じて従う人の内におられるキリスト、復活した方の内住の命。これだけが真の永続する聖別なのです。


  また、復活には私たちを癒す力があります。あの復活節の朝、墓から出て来た方は体を持つキリストでした。そして、彼のあの体は私たちの体の中に隠されており、私たちの霊の命の礎であるだけでなく、私たちの体の力の礎でもあります。もし私たちが彼を受け入れ、彼に信頼するなら、彼は私たちの霊に行ってくださることを私たちの体にも行ってくださいます。そして、私たちの死ぬべき体の中に新しい超自然的な力があること、また、私たちの肉体の中に将来の復活の活力があることがわかるでしょう。


  キリストの復活には強力な力があって、私たちの信仰を強めます。また、私たちの祈りに対する答えを神に要求するように、そして難しいことを神に求めるように、私たちを励まします。墓が開かれ、石が転がり去ったのですから、困難なことや不可能なことは何もないのではないでしょうか？「彼の大能の力にしたがって信じる私たちに対して働く、彼の力の卓越した偉大さ」を神は私たちに教えようとしておられます。「神はその力をキリストの内に働かせて彼を死からよみがえらせ、ご自分の右手に置かれました」。この御言葉は、クリスチャンの時代、神はイエスの御名により何を喜んで行えるのかを示しています。キリストの復活は、私たちが求めうるあらゆるものに対する保証です。そして、私たちが「キリストの復活の力」の中で祈るとき、私たちは自分が行った以上のものを受けます。


  主イエス・キリストの復活は真の奉仕のための力です。キリストの復活の証しを、聖霊は人々を救う神の力として常に格別に用いられます。キリストの復活は初期の使徒たちの務めの主な題目でした。使徒たちは常にイエスと復活を宣べ伝えました。キリストの復活はクリスチャンの生活や働きに独特な明るさと魅力を賦与します。多くのクリスチャンは、まるで自分の葬式に向かうところであるかのように、陰気な顔つきをしています。最近、私たちは一人の少女の話を聞きました。その少女はとても悲しそうな人たちと道で出会い、「お母さん、あの人たちはクリスチャンじゃないかしら」と尋ねました。母親が「どうしてそう思うの？」と聞くと、少女は「だってとても不幸そうなんだもん」と答えたのです。


  これは修道院や十字架から来る類のキリスト教です。これは復活節の類ではありませんし、まさった類のものでもありません。イエスの宗教は春の花、さえずる鳥の歌、よみがえりつつある自然の芽生えの鼓動のように明るいものでなければなりません。私たちの主は、あの輝かしい朝、「平安あれ」という喜ばしい知らせを携えて女と会われました。彼はまた、私たちのクリスチャン生活の始まりの年、始まりの朝に、私たち一人一人と会ってくださり、私たちの力である私たちの主の喜びと共に前進しなさいと私たちにお命じになります。


  この喜びは復活から生じなければなりませんし、墓の彼方の天上にある、昇天した主と共にある命によって維持されなければなりません。これが悲しく罪深い世界が今日必要としている知らせです。この知らせの標語は裁きの間の「エッケ・ホモ（見よ、この人を）」ではなく、復活節の夜明けの喜ばしい「平安あれ！」でなければなりません。内住のキリストと、クリスチャンの内にある復活の命が働けば働くほど、ますますその生ける力はこの世を引きつけ、聖別し、救います。


  キリストの復活の力は、私たちが人生の最も困難な難所に直面して、その厳しい試みに耐えられるようにします。ピリピ人への手紙に、キリストの復活の力はキリストの苦難の交わりを私たちに教え、私たちを彼の死に同形化する、と書いてあります。私たちが復活の命の中に入るのは、私たちが彼と共に、彼のために、苦しむことができるよう強められるためなのです。


  さて、ここで誤解があってはなりません。これは、「私たちは病や霊的生活における苦闘を通して、自分のために苦しむべきである」ということを意味するのではありません。こうした苦しみは私たちの経験の初期の段階に属すべきものです。私たちの主には、生涯の間、ご自分の聖別に関する戦いは全くありませんでしたし、戦うべき肉体上の病は何もありませんでした。ですから、こうした苦しみを負う時、私たちはキリストの苦しみを負っているわけではありません。そうです、彼の苦しみは他の人々のためのものであり、また、彼の復活の力は、私たちを導いて苦難の中にある彼の教会と死にかけているこの世のために、彼の気高い聖なる悲しみにあずからせるものなのです。私たちの立場が困難になればなるほど、そして、私たちの労苦と苦難の領域が低くなればなるほど、ますます私たちはその困難に立ち向かうために、彼の恵みと栄光によって引き上げてもらわなければなりません。高みから私たちは深みに達しなければなりません。ですから、私たちを天上に引き上げるこれらの手紙は、私たちを毎瞬毎瞬ごく普通の義務に、ごく普通の人間関係に、そしてきわめて厳しい試みに連れ戻すのです。最も高い信仰や力について述べているエペソ人やコロサイ人へのこれらの手紙は、万人に共通する誘惑、夫や妻の義務、忠実さの必要性、禁酒、誠実さや正しさ、人間生活にまつわるあまりロマンチックではない実際の経験全般についても述べています。


  冒頭に引用したイザヤ書の御言葉はとても素晴らしい御言葉であり、ピリピ人への手紙の思想と平行しているように思われます。この御言葉は「鷲のように翼をはってのぼる」人々について私たちに告げますが、その直後、この同じ人たちが人生の日常の歩みに降りて来て、「走っても疲れることなく」、「歩いても弱ることはない」のを私たちは見ます。まるで、のぼるのは走ったり歩いたりするよう整えられるためであるかのようです。恵みと栄光の高度な経験は、まさに彼らが労苦と試みの低い水準を歩めるようになるためなのです。これは、使徒が艱難を誇ることについて述べているのと一致します。「誇る」ことは魂の最も気高い姿勢であり、「艱難」はどん底の苦難です。ですから、これが私たちに教えているのは、私たちがどん底の低地に来る時、私たちは最も高度で天的な霊の中でそれに直面しなければならない、ということです。これは変貌の山を降りて、下界の平地にいる悪鬼どもに直面し、苦しむ世からサタンの力を追い出すことです。そうです、これこそキリストの苦難です。キリストの復活の力は、彼の輝かしい生活の高みにのぼるよう私たちを整え、これを可能ならしめ、私たちを助けるためのものです。それはキリストのように私たちが前進して、その復活の力を他の人々の生活の上に祝福のうちに反射するためであり、そして、神との夢のような交わりによって得られる喜びよりもなお甘い喜びを、聖なる愛を分け与えることによって見いだすためなのです。


  



  第３章 命なるキリスト


  



  「この命が現れたので、この永遠の命を私たちは見て、それを証しし、あなたたちに知らせます。この永遠の命は御父と共におられましたが、私たちに現されました。」（一ヨハネ一・二）


  「この方は真の神であり、永遠の命です。」（一ヨハネ五・二〇）


  自然界と贖いが発する声はすべて、一言に集約することができます。その言葉は、春や、花々や、芽生えるつぼみや、鳥たちの歌声や、復活した主の開かれた墓や、喜ぶ聖徒たちの溢れる愛情と感謝の賛美から脈打ち流れ出る――命という言葉です。


  そして、この意義深い一つの言葉は、新約聖書の中で最も深遠な二つの書、すなわちヨハネによる福音書とヨハネの手紙の基調をなしています。他の書は私たちに真理、性格、義について告げますが、この二つの書は命について告げます。他の書は私たちに何をなすべきであり、どうあるべきかについて告げますが、この二つの書はどうすれば私たちはそうなることができ、私たちの前に置かれている事柄を成し遂げることができるのか、その秘訣について告げます。自然の神秘は命です。人が知恵や力のかぎりを尽くしても手に入れられないものは命です。科学は私たちに物理法則を教えることができ、自然の力を造り出すことすらできます。しかし、神だけがこの不思議で繊細な拍動を与えることができ、この拍動により自発的動きと命が生じます。


  



  義務ではなく命


  



  山上の垂訓は理想の生活のあるべき姿について私たちに告げます。しかし、ヨハネによる福音書は、どうすればこの理想が現実のものになるのかを私たちに告げます。この書は命の始まりの神秘的な新生で始まり、来るべき時代の最高に発達した聖化されて栄化された命にまで導きます。ヨハネの手紙はさらに詳しく、神聖な命の源、発展、流出について解き明かします。その連続的な五つの段階を追うことにしましょう。


  



  １．キリストは永遠の命


  



  第一に、キリストは永遠の命です。惑星が回転し、昆虫が羽音をたて、天使が歌うよりも前に、キリストご自身は永遠の命でした。引用した御言葉の原文は一つの点を強調しており、文字どおり訳すとこうなります、「私たちはあなたたちにあの命、永遠の命を示します。この命は御父と共におられましたが、私たちに現されました」。また、二番目に引用した御言葉はさらに詳しくこの同じ思想を伝えます、「この方は真の神であり、永遠の命です」。イエスはこの命であり、彼からすべての命が発します。自然界の命は彼の創造する力の流出です。精神、思考、知性の命は、彼の無限の精神の放射にすぎません。この力が彼個人の命により、巨大な天体から極微の粒子に至るまで宇宙を動かします。なぜなら、「彼によって万物は存在し」、「彼の中で私たちは生き、動き、存在している」からです。新生した人はみな、彼の命から生まれました。教会はどの年代、どの地方にあるものも、彼の命と力の新創造です。すべての聖徒の命は一瞬一瞬、生けるかしらによって支えられています。ですから、彼の命は永遠の命であること、そして彼の中に命の泉があることを知るのは素晴らしいことです。この命の泉は決して涸れることなく、その豊かさは決して尽きることがありません。この「永遠の」という言葉は「始まりも終わりもない存在」という思想を伝えるだけでなく、私たちを引き上げてより高い命の水準にもたらします。これは目に見える一時的な命よりも高い水準に属する種類の命です。この命の範囲は無限であり、その長さは無限です。無限の豊かさと輝かしい十全性をたたえた、計り知れない大海原なのです。


  この命の君、生ける方、輝かしい神の御子をあがめましょう。この方は輝く永遠の命の中で私たちの前に立ち、「わたしは生きている者です。わたしは死んだことがありますが、見よ、永遠に生きます」と仰せられます。


  



  ２．現された命


  



  第二段階は現された命です。「この命が現されました」。この御言葉は主イエスの受肉と地上生活の物語全体を含んでいます。この御言葉はまた、ヨハネが福音書と手紙の中でしばしば用いている「命の言葉」という句の意味をも網羅しています。この句は原文では「この命の言葉」となっています。ちょうど、言葉が人の思想の表現であるように、彼は私たちに対する神の御思いと御旨の表現であり、すでに存在していたけれども啓示されずにいた事柄の現れです。神は書き記された言葉だけを私たちに与えるのではなく、生ける方を私たちに遣わしてくださいました。そして、この方の実際の詳細にわたる地上生活を通して、神の性格と人類に対する神の愛の御旨を示してくださったのです。


  次の物語はある宣教士が経験したことです。彼は数年間コンゴの人々に説教しましたが、彼らを説得することができませんでした。ついに彼は、山上の垂訓の学びを途中で止めて、アフリカ人たちに向かって「私はあなたちの間でこの章を実行することにします」と宣言しました。その日が終わらないうちに、アフリカ人たちは宣教士に家財道具一式を要求しました。これにより、宣教士はその宣言を実行する機会をふんだんに与えられることになりました。彼は抵抗せず、「求める者には与え（中略）借りようとする者を断らない」ようにしました。夕暮れになって宣教士の妻は困ってしまいました。家財道具をはぎ取られ、飢えが目前に迫ってきたからです。しかし、これはドラマの第一幕にすぎませんでした。夜が明けないうちに、黒人たちは自分たちが目撃した奇妙な実例について考え始めました。彼らは言いました、「この人は商人のようではない。彼は私たちに何も求めずに、自分の持ち物をすべて私たちに与えてくれた。彼は神の人にちがいない。私たちは彼の取り扱いに気をつけた方がよさそうだ」。そこでその翌日、前日とは正反対の光景が見られました。持ち物が利子付きですべて戻って来たのです。これが第二幕でした。第三幕は一大リバイバルでした。千名近くの人が回心し、コンゴで最も大きな教会の組織になったのです。「この命が現され」、彼らはそれを見ました。そして、それはどんな言葉にもまさる実物教育でした。そのように、キリストは生活の中で御父の知らせと福音の意味を示されました。彼の地上生活は、神が真の人間生活に期待しておられるものをすべて備えた完全な模範でした。人類史上初めて、御父は「これはわたしの心にかなう者である」と言える人をご覧になりました。キリストの人間生活は、私たちが維持すべき地上の関係のあらゆる面に及びます。その生活は、典型的な人生経験の隅々にまで、あらゆる色彩と陰影を帯びて現されました。そのため、「イエスならどうされるだろうか？」という単純な合い言葉を適用できない状況は一つもありません。彼の死に関する偉大な教えに熱中するあまり、彼の生活の価値を見くびったり、神の啓示としての、そして人間性の理想としての、彼の完全な模範の重要性を軽視したりしないようにしようではありませんか。


  



  ３．十字架につけられた命


  



  第三段階は十字架につけられた命です。私たちはキリストの生活を過小評価するべきではありませんが、一方、彼の死の意義はどんなに高く評価しても評価しすぎることはありません。


  ある教師たちの学派は、キリスト教社会主義や、キリストの模範を社会的・世俗的問題の実際面に細かく適用することについて多く語ります。しかし、この人々はカルバリにまで至りません。彼らは、聖書全体の鍵であり、すべてのクリスチャンの希望と経験の鍵である、あの偉大な出来事を見落としています。ですから、私たちはこの霊的に深い手紙においても、「この血」という句にすぐに出会うのです。この句は聖い畏れと優しさのこもった静けさをもって、私たちに立ち止まるよう命じます。ヨハネは手紙を書き始めるやいなや、二色の濃深色――黒い罪のしみとキリストの尊い血――で全編を彩ります。「御子イエス・キリストの血がすべての罪から私たちを清めます」（一ヨハネ一・七）。復活節と復活の背後にはカルバリの十字架、イエス・キリストの死があります。彼がご自身を犠牲にしてささげられた神聖で人間的な美しい命は、私たちにどのように死ぬかを教える従順と服従の模範であるだけでなく、罪のための贖い、人々の罪のために神の義を満足させるものでもあります。ヨハネは、イエスの霊と命に対する深い洞察力によって、キリストの血が持つ贖罪の意義を他の弟子たちよりも認識しました。「見よ、神の小羊」という御言葉が、彼の美しい福音書全体に鳴り響いているようです。「イエス・キリストの血」が彼の手紙の背景です。「私たちを愛して、ご自身の血により、私たちを私たちの罪から洗ってくださった方に」が、彼の荘厳な黙示録の中で繰り返し歌われる贖いの歌の基調です。イエス・キリストの血は、無限の価値を持つ彼の命を意味します。キリストはご自分のいのちを、私たちが失ったいのちの身代わり、贖いの代価として与えてくださいました。


  さて、私たちの主の苦難を感傷的な方法で味わい、彼の恥と苦しみに同情して泣くだけでは十分ではありません――人の痛ましい悲話を聞いて泣く人もいますし、感動的な雄弁の魔力で泣く人もいます。しかしそれでもなお、キリストの血の力について何も知らないかもしれません。キリストの死はある偉大で強力な事実を表しています。しかし、信仰によってこの事実に基づいて彼に協力し、個人的に「キリストの苦難の交わり」にあずからなければ、それは私たちにとって何の価値もありません。キリストの死は私にとって、彼が死なれたとき私も死んだことを意味します。また神の目から見て、私は今や自分の罪のために処刑された者のようであることを意味します。私は今やキリストと共によみがえりました。そして、私は罪のために処刑されたがゆえに、以前の罪から義とされた別人と見なされています。「死んだ者は罪から解放されたからです」。それだけでなく、キリストの死は私の聖化の秘訣でもあります。なぜなら、あのカルバリの十字架上で、私、罪深い自己は死に渡されたからです。そして、私がキリストと共に自分をあの十字架の上に置いて、自分は死んだと見なした時、キリストの復活の命が私の内に入って来て、生きているのはもはや私のもがきや、善や、悪ではなく、私の主になったからです。キリストの内にとどまっているかぎり、この方を通して私はキリストと同一視され、キリストが歩まれたように歩むことができます。


  愛する方々よ、あなたはキリストの死の中に入って、それを自分のものと見なされたでしょうか？そしてキリストの死を通して、今あなたは「キリストの復活の力」によって神に対して生きておられるでしょうか？


  



  ４．復活した命


  



  第四段階は復活した命です。十字架に至らずに止まることが間違いであるように、十字架で止まることも間違いです。私たちの神学の中からキリストの死を削除することが間違いであるように、死せるキリストしか持たないことも間違いです。キリストの死は彼の復活のための背景にすぎません。放棄された命は再取得されて、いま彼は「わたしは死んだが生きている者である」と言って、私たちの前に立たれます。救い主がその上につけられている十字架ではなく、彼がその上につけられた十字架が、まさに不朽の命の門です。この節は復活の主を暗示するもので満ちています。「私たちが手でさわったもの、すなわち、命の言葉について」という御言葉は、「わたしにさわって見なさい。霊には肉や骨はないが、あなたたちが見るとおり、わたしにはあります」と主が弟子たちの間に立って語られた朝を直ちに思い起こさせます。ヨハネが記したこのような言葉には、何かしら無量の感慨があります。それは、彼が主の胸によりかかって学び、主の復活の現実を疑いようのないほど目撃し、主との親密な交わりと愛の接触を再び経験したからなのでしょう。


  そして、これは私たちを導いて、「キリストの血」という言葉が持つ、復活に関するいっそう高尚深遠な意義に注目させます。なぜなら、血は命であり、私たちをすべての罪から清めるのは彼の贖いの死だけではなく、イエス・キリストの命、彼の復活の命でもあるからです。私たちは彼の死によって救われるように、彼の命によって救われます。出エジプト記の昔の予表の一つに、次のようなものがあります。モーセは山のふもとで雄牛をほふり、その血を祭壇上に注ぎ、血の一部を鉢にとって民の上に注ぎました。それから、モーセはそれを持って山に登り、その所で彼らは神とまみえ、血のゆえに受け入れられました。この二番目の血の効力は、キリストの復活の命、一度捨てられた後再び取得された命を示しているように思われます。ですから、私たちは感謝に満ちた愛をもって私たちの復活の主の勝利を祝い、命の君、生ける方を賛美します。主は今、死を征服した方として、新しい命の所有者として、この新しい命の源また頭として生きておられます。主は、彼の死と復活の中で彼に結合されるすべての人に、この新しい命を与えてくださいます。


  



  ５．内住する命


  



  第五段階は内住する命です。この命はキリストご自身のためではなく、私たちのためです。死人の中からよみがえったキリストは、今私たちのもとに来て、私たちの内でご自分の生活を再び営まれます。これこそ、ヨハネの第一の手紙に記されている聖化の秘訣であり、この手紙に関するすべての難問を解く鍵です。おそらく、新約聖書の中でヨハネの第一の手紙ほどきよめの問題について多くの矛盾を抱えているように見える書はないでしょう。たとえば、第一章では「もし自分に罪はないと言うなら、私たちは自分を欺いているのであって、真理は私たちのうちにありません」と言っており、また、「もし私たちが『自分は罪を犯したことがない』と言うなら、それは彼を偽り者とすることであって、彼の御言葉は私たちの内にとどまっていません」と言っているのに、少し後の箇所では、「神から生まれた者はみな罪を犯しません。なぜなら、神の種がその人のうちにとどまっているからです。その人は神から生まれたので、罪を犯すことができないのです」と言っています。さて、これらの御言葉はどう調和されるのでしょうか？それは実に簡単です。第一に、人間である「私たち」が罪を持っていること、そして罪を犯したことは事実です。私たちの内には善なるものが何もなく、私たちは自分を無価値で無力なものとして放棄しました。しかし他方、私たちは彼を自分の命として受け入れました。彼の命には罪がありません。彼が私たちの内に植えてくださる種は、美しい球根――たとえ不潔な土地に植えられても、周囲の土壌によって汚されることなく、天使の翼のように清らかに成長する――のようにしみのないものです。その種は他の要素に属するものであり、それ自身の性質は元来本質的に純粋なのです。


  このすべての奥義を解く鍵は、この手紙の二つの節にあります。「彼の内に住む者は罪を犯しません」（一ヨハネ三・六）。ここにきよめの秘訣があります。「私たちのきよさではなく、彼のきよさです」。ここでは私たちの完全さについては何も述べられていません。私たちが罪から守られるのは、私たちが彼にしがみついて、毎瞬彼から命を汲み出す時だけです。それは内住の命です。


  さらにこう記されています、「神から生まれた者はみな罪を犯しません。神から生まれた方が守ってくださるので、あの悪しき者は触れることができません」（五・十八）。ここでも同じ真理が別の言い方で表現されています。私たちの内に住んでおられる神のひとり子は、私たちを罪の力とサタンの攻撃から守ってくださいます。私たちはちょうど、一枚のガラスによって猛禽から隔てられている小さな昆虫のようです。悪魔がたびたび攻撃しても、「あの悪しき者が（私たちに）触れることはありません」。


  これに関連する節がもう一箇所あります。「神の御子を持つ者は命を持ち、神の御子を持たない者は命を持ちません」（五・十二）。ここで、私たちの霊の命の源となるのは、主イエスご自身との私たちの合一です。ですから、使徒パウロが発見した「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」という秘訣は、主の胸によりかかった弟子の秘訣でもありました。どうか神がこれを私たちの生活の秘訣としてくださいますように。そして、私たちの主イエス・キリストを通して、永遠の命、現された命、十字架につけられた命、復活した命、内住する命の豊かさを知ることができますように。私たちの主イエス・キリストに栄光がいつまでもありますように。アーメン。


  



  第４章 キリストの内に住む


  



  「わたしの内に住んでいなさい。そうすれば、わたしもあなたたちの内に住みます。枝がぶどうの木に住んでいなければ、自分では実を結ぶことができないように、あなたたちもわたしの内に住んでいなければ、実を結ぶことはできません。」（ヨハネ十五・四）


  奇妙なことに、普段の生活で最も価値あるもの、そして霊の世界で神にとって最も重要なものが、悪魔によって最も乱用され、悪用されてきました。サタンは貪欲な洞察力を用いて、この王国の宝を握ってきました。神はこのぶどうの絵図を用いて、それが彼の食卓でキリストの命、キリストの血、キリストの体と血の交わりを象徴するものとされました。しかし、このぶどうの絵図はまた、人の堕落の最もひどい有様を示す象徴ともなり、酒場や広い道の象徴になってしまいました。数百万の人々が最良最善の道を外れて、この広い道の上を滅びに向かって流されています。サタンがぶどうを選んだのは、それがとても尊いからです。ですから、今日、ぶどうは極悪なものを連想させるものになってしまいましたが、ぶどうは神のすべての御言葉の中でも最も力強く最も神聖な象徴であり、他でもない彼の恵みの豊かさを示すものなのです。主の最初の奇跡は水をぶどう酒に変えることと関係していました。また、主が弟子たちと持たれた最後の最も貴重な食卓を囲む集まりでは、ぶどう酒が彼の命そのものの象徴となりました。主は、「わたしの父の王国で新たに飲む日まで」この杯から二度と飲むことはしない、とこの神聖な約束を残されました。


  おそらく、このぶどうの木とその枝々という昔から親しまれてきたたとえほど、単純で、完全で、霊的助けになるたとえは、新約聖書のどこにも見あたらないでしょう。このたとえは馴染み深いたとえですが、再びこのたとえから新たな学課を学ぶことにしましょう。


  



  ぶどうの木のたとえが教えること


  



  ぶどうの木に関してまず第一に印象的な点は、実を結ばなければ何の役にも立たないということです。もし実を結びそこなうなら、それは世界で最も価値のないものとなり、束にされて捨てられ、燃やされてしまいます。ぶどうの木はとても弱くて脆いため、たきぎには使えません。また、あまりにもくねっているので、家具用にも使えません。ぶどうの木が実を結ぶという主目的を果たしそこなうなら、それは全く何の役にも立ちません。ですから、エゼキエル書十五章のぶどうの木に関するたとえで、神はこの事実を用いられました。神はエゼキエルをぶどう園に遣わして言われました、「ぶどうの木は実を結ばなければ何の役に立つだろうか？」。そして、神はこの鮮明な絵図を用いて、イスラエルは失敗したため役に立たず、投げ捨てられ、拒絶され、滅ぼされるしかないことをエゼキエルに語られました。


  これはクリスチャンにもあてはまりますし、より霊的な段階やきよめられた生活の経験にもなおいっそうよくあてはまります。神に近づけば近づくほど、ますますあなたはこの世の中で役に立たない者になります。実を結ばないクリスチャンは、この神の宇宙の中で最もあわれな被造物です。クリスチャンはこの世の快楽や野心に戻っても、成功を収めることはできません。もしそうしようと試みるなら、挫折して傷ついてしまいます。特に、クリスチャンが神のあらゆる豊かさを知るようになる時、その人はこの世で生計を立てるための昔の手段を失います。まるで水の上を歩き始めたシモン・ペテロのようです。ペテロは以前は水中の生き物のように泳げたのに、泳ぐことができませんでしたし、そのままなら溺れていたでしょう。しかし、ペテロは一段高い水準に上ったのであり、神は彼を低い水準に降ろそうとはされませんでした。神の子供がもはや自分にふさわしくないものになろうとすることは、なんと愚かしく、なんと残念なことでしょう。神があなたを贖われたのは目的があります。その目的のために自分を神にささげなさい。そうするなら、神はあなたを輝かしい成功者にしてくださいます。もしあなたが神を失望させ、あなたの人生を悪用するなら、神はあなたをそれにふさわしい惨めな者とされるでしょう。もし神のために実を結ばなければ、あなたは何の役にも立たないのです。


  ぶどうの木は生きながらえて実を結ぶために、外側の供給源に頼ります。ぶどうの木は遠くまで張り巡らした根を通して大地から養分を得なければなりません。あるいは、葉を通して大気中から養分を得なければなりません。ぶどうの木は上と下の二つの世界から養分を得るための精妙な循環吸収機構を持っています。ぶどうの木を道端に投げると、それは死んでしまいます。ぶどうの木は自給自足の独立した生活を送ることはできません。それと同じように、あなたや私は自分の外側にある供給源に依存しているのです。私たちは毎秒、大気から息を吸わなければなりません。神に拠り頼んで生きなければなりません。外側にある神聖な供給源に拠り頼まなければなりません。さもないと、私たちは完全に失敗してしまいます。ですから、私たちは環境に拠り頼みません。ぶどうの木の根をたどると、その根が数百フィートも伸びているのがわかります。その根は何か養分を与えてくれる生き物を探し求めます。そして、それを見つけると、根は豊かな命を分配し始めます。神の真の子供を荒野に置くなら、その人は何とかして神を見いだし、その荒野に対する祝福となるので、そこはもはや荒野ではなくなるでしょう。もしあなたがこのぶどう園に属する者なら、どうか憶えていてください。あなたは天の供給に頼って生きているのであり、神との関係を維持しなければならないのです。


  ぶどうの木は自分自身では実を結べないことを私たちは憶えておかなければなりません。実を結ぶのは、その枝々です――小さな枝々、毎年新たに伸びてくる若い枝々です。太い幹は実を結びませんが、実を結ぶ枝々に力と命を供給します。そのようにイエス・キリストは実を結びませんが、私たちに実を結ばせます。彼は私たちを支え、彼の力を私たちに与えてくださいます。そして、私たちはこの祝福をこの世に与えます。彼が私たちを世の中に置かれたのは、私たちを彼と人類とを結ぶ絆とするためです。彼は以前そうされたように、これをご自身で行うこともできたのですが、彼のご計画は私たちが実を結ぶことです。私たちは絶えず新しい枝を伸ばし続けなければなりません。私たちが生きて成長し、常に新鮮であり続ける時だけ、私たちは実を結ぶ枝々となることができます。なんという栄誉を神は私たちに賜ったのでしょう！


  ぶどうの木は枝々を含みます。ぶどうの木は幹と多くの枝々ではありません。そうではなく、枝々がぶどうの木そのものを形成し、両方とも一つなのです。イエスが「わたしはぶどうの木であり、あなたたちは枝々です」と言われた時、それは「わたしはあなたたちのようであり、あなたたちはわたしのようです」という意味でした。とても美しい絵図です！これはキリストとその慎ましい子供たちとの間に、驚くほど深い親密さを生み出します。これはパウロが使っている表現とほぼ同じです、「体は一つですが多くの肢体があるように（中略）キリストもそのとおりです」。「キリストのからだもそのとおりです」ではなく、「キリストもそのとおりです」となっていることに注意してください。彼は頭だけでは不完全であり、彼の神聖な性格と神秘的な命を補完して完成させるために私たちを必要とされます。このように、イエスはご自身を私たちと一つにされ、私たちは彼と一つになります。彼はこの合一によって私たちに栄誉を与え、私たちに自分の命を彼から引き出すよう期待しておられます。


  枝々は自分の命をぶどうの木から得なければなりません。枝々が実を結んでいる間、彼は命を与えてくださいます。キリストは天におられますが、それは私たちのために神の命を絶えず供給するためにほかなりません（水道システムの巨大な水源が町の隅々にまで水を供給しているのと同じです）。あなたが彼のもとに行ったとしても、彼の時間を邪魔することにはなりません。彼はすべてあなたのものです。あなたは自分が必要とするものを何でも、彼の奉仕と栄光のために彼から得ることができます。


  ぶどうの木は刈り込みを必要とします。さもないと、その命の大部分は無駄になってしまいます。ぶどうの木には立派な葉が茂り、それらはおそらく美しいものかもしれませんが、その真の目的を妨げます。ですから、農夫はぶどうの木を刈り込み、それをむき出しの粗い外見のまま残します。一時の間、これは冷酷な破壊の過程のように思われますが、ぶどうの木はついにはさらに豊かな実を結びます。実際、刈り込みがなければ実はならなかったでしょう。ですから、「わたしは実を結ぶ枝々を刈り込んで、その枝々により豊かな実を結ばせます」と神は私たちに仰せられます。


  訓練する恵みの良い点は、それが天然的な衝動を抑えるだけでなく、霊的な衝動さえも抑えることです。それは懲らしめのためというよりも、むしろ制止のためです。霊的な衝動でさえ、神の指導と聖別する裁きの下で抑制されなければなりません。クリスチャン生活の営みは、良い考えが浮かぶたびにその考えを抱えて好き勝手することではありません。そうではなく、私たちの天の教師と神聖な導き手の御心の下で自制することであり、彼に私たちを形造り形成してもらうことです。彼はおそらく私たちをしばしば失望させ、私たちを切り落として無に帰されるかもしれません。しかしそれは、私たちがより深く根を下ろし、私たちの実が豊かで永続するものとなるためなのです。


  ぶどうの木の実は常に房の形でなることを、私たちは教わっています。そのように、私たちの霊の命は交わりの中で成長します。私たちは神から独立していないように、お互いに独立していません。ですから、神の恵みは私たちを組み合わせて、相互的な協力関係、社会関係、家族の絆、友情、共同作業の中にもたらします。私たちは異なる場所にいますが、それらの場所はまさに神の鋳型・経路であり、神の機会です。それらを通して、神は私たちを神の恵みの受け手とされるだけでなく、私たちが接触する人々に対する祝福ともされるのです。


  ぶどうの木はまた、クリスチャン生活の喜ばしさを暗示します。ぶどう酒は喜びの象徴であり、これまで常に実を結ぶ喜ばしさを象徴してきました。この思想は次のことを意味します。すなわち、神に対して実を結ぶクリスチャン生活は、神に対して、人々に対して、私たち自身に対して、喜びをもたらすのです。


  



  １．合一


  



  このぶどうの木のたとえには、三つの重要な霊的学課があります。第一の学課は合一です。「わたしの内に住んでいなさい。そうすれば、わたしもあなたたちの内に住みます。（中略）人がわたしの内に住み、わたしがその人の内に住んでいるなら、その人は多くの実を結びます」。


  ですから、第一の点はキリストに結合されることです。これは一つのささやかな前置詞、わたしの「内に（in）」、あなたたちの「内に（in）」によって描写されています。「わたしの内に」はあなたを救います。「あなたたちの内に」はあなたを聖化します。キリストに結合されるとき、あなたの罪はあなたから取り去られ、彼の義があなたのものになります。あなたは義とされます。イエスが御父の愛を受ける権利を持っておられるように、あなたもその権利を持っています。祈りをかなえてもらう権利をイエスが持っておられるように、あなたもその権利を持っています。あなたが彼の御名の中でみもとに来るとき、彼が受け入れられるようにあなたも受け入れてもらえます。あなたは彼と同じように、過失や咎のない者として御座の前に立つことができます。ヨハネが言うように、「私たちは裁きの日に大胆さを持つことができます。なぜなら、私たちはこの世にあって彼のようであるからです」。これがキリストとの合一の第一の面です。あなたがキリストの中に入る瞬間、あなたは古い罪の命から出ます。あなたは自分の間違いや咎に対する負債や責任を免れます。それらは彼の御手に渡ります。まるで自分の古い生活をやめて夫の一部になった妻のようです。夫が妻の責任を負います。そのように、あなたもキリストとの協力関係の中に入りました。キリストがあなたの責任、咎、恥を引き受けて、彼の義、功績、御父の御前における彼の地位と交換してくださいます。ですから、私たちはキリストの内にいるのであり、義とされています。「ですから、今や、キリスト・イエスの内にいる者は罪に定められることがありません」。


  「わたしがあなたたちの内におり」。これは第一の点と同じように必要なことであり、それに続かなければなりません。さもないと、第一の点は死んだ文字、空しい告白になってしまいます。あなたが彼に結合されて彼の権利を得ただけでなく、彼もあなたに結合されてあなたの個人生活の中に入って来られました。これを説明してありありと描写することは、人の言葉だけでは不可能です。あなたがそれを十分理解するには、神がそれを事実としてくださらなければなりません。しかし、「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」というこの福音の奥義を明らかにするために、絵図が少しは役に立つでしょう。


  どうすれば人は別の人の中に入れるのでしょう？食物がどのようにあなたの中に入って繊維組織の一部になるのかはご存じでしょう。しかし、これはひどく不十分な絵図にすぎません。あなたが何かわずかな薬物を自分の体内組織に受け入れるとき、あなたはそれを溶かして飲むかもしれません。すると、その薬物は刺激剤となり、あなたの中に何らかの変化を生じさせます。それはあなたの体調を変え、向上させ、刺激し、興奮させます。そして最後は、アルコールと同じようにその反応は弱まっていきます。その薬物はあなたの中で、多かれ少なかれ、あなたを天然のあなた以上の者にします。あなたは酸素を吸い込むことがどういうことかご存じでしょう。酸素を吸い込むとき、あなたは生き生きとし、養いを受けます。私たちの生命は自然の物から刺激、興奮、高揚感を受けることができますが、これらの絵図はこの事実を示す絵図にほかなりません。あなたは虚無主義や社会主義の過激な教えを吸収することがどういうことかご存じでしょう。今も従者のうちに生きているモハメッドや孔子のようなものです。私たちは催眠術の力について幾らか知っています。ある思いが他の人の中に入ると、その人は選択することも行動することもできなくなってしまいます。優しい聖なる友情の影響について、私たちはさらによく知っています。人が他人を愛して、その他人の心象や思いを吸収してしまうのです。このように、私たちはみな何かを取り込んでいます。私たちは食物を取り込んで体を養っているだけでなく、思いの中に情報を取り込み、判断の中に判断材料を取り込んでいます。また、霊の中に人生の目的や目標を支配するものを取り込み、心の中に私たち多くの者にとって人生の指針となるものを取り込んでいます。


  さて、これらの絵図はみな、神の御言葉が示すこの至高の事実に近づく道にほかなりません。神は彼の民に一つの命、一つの思い、一つの心、一つの存在を与えてくださいました。それには特定の目的がありました。その目的とは、神が彼らの中に入って、すべての人を所有し、支配し、鼓舞し、力づけることです。それにより、だれでも神と完全に一つとなることができ、神の命そのものの中に入って、神ご自身の神聖な理想によみがえることができます。しかし、それでも依然として、私たちの個性、責任、自由はそのままです。私たちは神が愛されるものを愛し、神が選ばれるものを選び、神が行われることを行います。これは畑の中に隠されている宝と高価な真珠という双子のたとえです。両方とも神の教会を示しています。畑の中に宝を見つけ、その宝に心を定め、その畑を買った人はイエス・キリストでした。畑は世界であり、宝は彼の民でした。彼がこの宝を見いだされた時、彼はそれを愛してそれを買い、畑とその中にある宝のためにご自分の命をお与えになりました。しかし、その宝はすべて散らされて無数の粒子になっていました。これは一人一人の個人であり、各々の人を彼は買われました。これは個々のクリスチャンとしての私たちを表しています。第二のたとえでは、一つの輝かしい高価な真珠が出てきます。宝の小さな粒が集まって一つの塊になりました。今やそれは一つのきらめく真珠であり、新エルサレムでは彼の冠の中で輝くでしょう。ですから、彼は私たちを一人一人取り込んでおられ、私たちは少しずつ集められて一つの実体になりつつあります。いつの日か私たちは高価な真珠、神の宇宙の中で最も輝かしいものになるでしょう。


  私たちの内におられるキリストは福音の奥義です。キリストは私たちを満たしておられるので、私たちは彼のようになります。彼は私たちの内に働いて、「彼の御旨を願わせ、行わせます」。親愛なる友よ、私たちはこの奥義の二番目の部分「わたしがあなたたちの内におり」を手に入れたでしょうか？これが聖化し、これが栄化します。これが私たちを彼のように強くし、キリスト・イエスの中で私たちに勝利を与えます。


  



  ２．交わり


  



  このぶどうの木のたとえから学ぶべき二番目の霊的学課は交わりです。私たちはキリストに結合されなければなりません。結婚の取り引きをしなければなりません。二つの生活が一緒になって一つになります。次に、ふたりはそれに従って生活しなければなりません。ですから、この生活は「わたしの内に住んでいなさい。そうすればわたしもあなたたちの内に住みます」に続きます。キリストに結合されるだけでは十分ではありません。あなたはこの新しい生活の責任を理解し、その行いを習慣化しなければなりません。行いと習慣は別です。行いは一時的であり、習慣は永遠に続きます。枝はぶどうの木に接ぎ木することができますし、農夫がよしとするなら、包んでしっかりと固定することもできます。こうして接合されます。しかし、この結合が完全なものになるには数日必要です。ゆっくりと小さな繊維が共に成長し、ゆっくりと樹液が流れます。しばらくすると、この結合が自然の木よりも強くなっていること、その枝がぶどうの木の一部となってその命をぶどうの木からすべて得ていることを、あなたは見いだします。キリストの内に住むこともそうです。ある聖なる時、私たちは自分自身を彼に委ね、彼を受け入れ、この世にそのことを告げます。次に、私たちは出て行ってこの生活を送ります。愛する人よ、このように神の臨在をゆっくりと忍耐強く実行することによって、拠り頼む習慣が培われるのです。私たちの勝敗はこれにかかっています。常に拠り頼む習慣を培いなさい。あらゆることにおいて「もはや私ではなくキリスト」とならせなさい。これがごく自然なことになって、何も考えなくても実行できるようになるまで、「これはイエスが行ってくださいます」「主よ、私はどうすればよいのでしょう」とほぼ機械的に言うようになるまで、これを続けなさい。こうして、私たちはどんなささいなことでも彼に拠り頼む習慣を確立します。


  あなたの衣をみごとに仕上げるのは、ささやかな一針一針です。「彼女は裁縫された衣を着て王のところに導かれます」。これは細糸と締め具を暗示します。それらが聖潔という衣を支えます。それらは刺繍の構成要素である小さな輪です。


  偉大で善良なスポルジョンはこの拠り頼む単純な生活を送った人です。ある日、彼は声を出しながら建物を調べていました。「私は何を話そう？」。彼はシェークスピアの一節を引用する代わりにヨハネ三章十六節を繰り返しました。彼の声は建物中に鳴り響き、近くの工場の一つに届きました。その工場には絶望の中にある一人の哀れな人がいて、救いの望みを全く失いかけていました。すると突然遠くから、「神はそのひとり子を賜ったほど、この世を愛されました。それは御子を信じる人が一人も滅びることなく、永遠の命を持つためです」という声が聞こえてきました。彼はわっと泣き出し、作業台の切りくずの間に倒れ込んで、自分を神にささげました。二十五年後、彼は死の床でこの偉大な牧者を呼び寄せました。そのとき初めて、スポルジョンは路傍伝道でその人が救われたことを知ったのです。どうしてこのような事が起きたのでしょう？スポルジョンはあらゆることをキリストと共に行う習慣を身につけていたからです。そのおかげで、彼はあまり考えなくてもそうすることができたのです。私たちは「すべては聖く神聖である」と見なそうではありませんか。そして、キリストが私たちの内でご自分の生活を営んでおられることを自覚しようではありませんか。


  



  ３．実を結ぶこと


  



  このぶどうの木のたとえから得られる三番目の学課は実を結ぶことです。実を結ぶとはどういうことでしょう？聖なる者になろうとして辛い時間を過ごすことでしょうか？何かを成し遂げようとして、知らず知らずのうちに戦うことでしょうか？いいえ、実を結ぶことはうるわしく、簡単で、自然なことです。ぶどうの木にとって、ぶどうの房をならせることはそうしないことよりも容易であり、花を咲かせることは実を実らせないことよりも容易です。実を結ぶことは溢れ流れる命です。命で満ちているからです。実を結ぶことは大いに努力することではなく、彼の偉大な命を受けることです。実を結ぶことは昔ながらの学課ですが、この新しい生活で学ぶべき一つの学課でもあり、彼に占有されることです。年老いた農夫が田舎者らしい素朴さで懐疑論者に言いました、「わしのガチョウは草を食べて羽を生み出す。わしの羊は草を食べて羊毛を生み出す。わしの牛は草を食べて肉を生み出す。わしの馬は草を食べて走る。どれも同じ草じゃが、それを食べる者の性質によって違ったものになる」。さて、親愛なる友よ、この同じ命があらゆる経路を通って流れ、子供をいっそう良い子にし、母親をいっそう優しい母親にし、妻をいっそう穏やかにし、社会人を神にいっそう拠り頼む者にします。これはまさに、あなたの性質や必要に応じて流れるイエスの命です。


  この命はあなたを清めます。「あなたたちはわたしが語った言葉によってすでに清いのです」。この命は祈りに答えをもたらします。「あなたたちがわたしの内に住んでおり、わたしの言葉があなたたちの内に住んでいるなら、何でも望むものを求めなさい。そうすれば、それはあなたたちに与えられます」。この命は喜びをもたらします。「それはわたしの喜びがあなたたちの内にとどまるためであり、あなたたちの喜びが満ち満ちるためです」。


  さらに彼は言われます、「人がわたしの内に住んでおり、わたしがその人の内に住んでいるなら、その人は多くの実を結びます」。親愛なる友よ、苦闘して落胆している人の中に、この知らせを必要としている人がいるかもしれません。最善を尽くすために誠実に努力しているのですが、間違った方法で努力しているのです。彼のところに行き、「私は善なる者ではありません。あなたはそれをご存じです」と告げなさい。「私は何もできません。もう失敗しても落胆しません。あなたが責任者であり、私を切り抜けさせてくださらなければなりません。あなたにそうしていただきたいのです」と告げなさい。彼に触れなさい。そして、彼を見いだすまで去ってはなりません。そうするなら、彼が来てくださって、「すべてを新しくされる」のをあなたは見るでしょう。


  



  第５章 わたしの愛の内に生きなさい


  



  「わたしの父がわたしを愛されたように、わたしもあなたたちを愛しました。わたしの愛の内にとどまり続けなさい。」（ヨハネ十五・九）


  この美しいたとえを貫いている、この「続ける」という言葉は、「生きること」を意味します。この言葉は様々に訳されており、「続ける」「住む」と訳されることもあります。「わたしの父がわたしを愛されたように、わたしもあなたたちを愛しました。わたしの愛の内に生きなさい」。


  なんと甘い知らせを聖霊はこの節で私たちに知らせてくれるのでしょう！「私はあなたを愛しています」。人が愛すべき対象に向かってこの言葉を発するとき、これは常に甘い言葉となります。「わたしの父がわたしを愛しておられるように、わたしもあなたたちを愛しています」はさらに大いなる知らせです。しかし、さらに偉大なのは「わたしの愛の内に生きなさい」という御言葉です。この御言葉は、この知らせを受け入れた後に続くべき幸いな特権です。


  勇敢なナンセンが故郷を離れて、厳寒の雪が舞う神秘的な北の海に向かった時、彼の愛する妻は彼の船に名前をつけ、見送って言いました、「神があなたを祝福してくださいますように。さあ、行ってください。私はあなたを愛しているからこそ、あなたを送り出すのです」。


  数ヶ月たったある日のこと、彼女は窓をつつく小さな音と羽ばたきの音を聞きました。彼女がサッシを開けると、小さな鳩が家に辿り着いたのを喜んで中に飛び込んできて、彼女の手の中で休みました。彼女はその翼の下に手紙を見つけました。その手紙は最近書かれた手紙で、彼女の愛する夫からのものでした。その手紙は北極の雪と北の荒れ地を数千マイルも越えて、夫が心を込めてこの孤独な女性に送ったものだったのです。妻がその手紙を読み、夫の無事を知り、遠く離れていても交わりの慰めを享受できた時、それはなんと甘かったことでしょう。


  そのように、天の鳩である聖霊は諸々の空間と時代を貫いて下り、最高の友からの言葉を望む人の心にこのささやかな知らせを送り届けてくださいます。おお、親愛なる友よ、この知らせを鳩の翼から受け取って、あなたの心に結びつけなさい。そして、試練、困難、孤独、暗闇が訪れる時、この知らせにあなたを支えてもらいなさい。彼があなたに言われることを聞きなさい、「わたしはあなたを愛しています――そうです、わたしが父に愛されているのと同じように、わたしはあなたを愛しています」。救い主の愛の内に生きなさい。救い主の愛の内に生きることを、あなたの要素、環境、家としなさい。


  



  御子に対する御父の愛と私たちに対する御子の愛


  



  第一に、私たちはイエスに対する御父の愛を持ちます。この愛はあらゆる愛の偉大な模範であり、源です。「わたしの父がわたしを愛されたように」。これは愛の大いなる永遠の神秘です。人の心が魂を揺り動かす最も甘い情熱で脈打つよりも前に、母親が自分の赤ん坊をうっとりと眺めるよりも前に、あるいは花婿が喜びをもって花嫁を見つめるよりも前に、神は愛でした。そして、彼方の三位一体の家には三つの心があり、それらは不思議なことに三であり、不思議なことに一でした。この三つの心は、最高至聖の愛情のかぎりを尽くした妨げられることのない完全な情熱をもって互いに愛し合っていました。御父は御子を愛されました。私たちはその光景を箴言の中に遡って垣間見ることができます。その光景はイエスが彼の大昔の時代について示されたものです。「山々が据えられるよりも前に、丘々ができるよりも前に（中略）わたしは日々彼の喜びであり、常に彼の御前で喜んだ。わたしの喜びは人々の子らと共にあった」。私たちが御父の微笑みの下で御父の心の内に住むとき、イエスがどのように生きたのかが少しだけわかるようになります。


  彼は地上の務めで私たちに御父の愛について告げておられます。「父は子を愛して、万物を子の手に渡されました」。また、「父はわたしをひとりにはされません。なぜなら、わたしは父に喜ばれることを常に行っているからです」。御父ご自身仰せられます、「これはわたしの愛する子です。彼に聞きなさい」。この愛はたびたび現されたので、いかにイエスが愛されている方か、世は幾らか理解しました。


  そして、私たちは「愛する方にあって受け入れられ」ます。文字どおりには、「愛する御子の中で」です。私たちはイエス・キリストに対する御父の愛はあまり知りませんが、私たちに対するキリストの愛についてはある程度知っています。


  イエスに対する御父の愛は親族の愛です。これは私たちが親族に対して持っている愛であり、私たちの性質の一部です。御父はこのようにイエスを愛しておられ、イエスもまた同じように私たちを愛しておられます。彼は私たちを兄弟と呼ぶことを恥とされません。彼は私たちを愛して花嫁と呼ばれます。


  イエス・キリストに対する御父の愛は、その背後に罪や咎の影が何もない愛です。彼には謝らなければならないことは何もなく、大目に見なければならないこと、目をつぶらなければならないことは何もありません。この愛は全く喜ばしい愛です。このように御父はイエスを愛しておられ、イエスはあなたや私を愛しておられます。「愛する者よ、あなたは全くうるわしく、あなたには傷がない」。この世には、誤解や傷の記憶を伴わない友情はほとんどありません。しかし、御父と御子との友情、イエスとその弟子たちとの愛には、誤解や傷はありません。ああ、彼はあなたの中に美しい完全なものしかご覧にならないと信じなさい。あなたには理解できないかもしれませんが、彼は然りと仰せられます。


  御子に対する御父の愛は、交わりを望んでその中にとどまり、愛の言葉を交わして心を通わせる愛です。そのように、あなたに対するイエスの愛は交流する愛です。また、この愛はあなたに会うことを求める愛であり、あなたを導いて彼と面会させ、彼の臨在を求めさせ、交わりの中にとどまらせ、交わりと祈りの生活を送らせる愛です。


  次に、イエスに対する御父の愛は、イエスに聞いてイエスを助ける愛です。イエスは、「あなたはわたしの言うことを常に聞きいれてくださいます」と言うことができました。彼には確信がありました。「彼が叫ばれると、神はその叫びを聞かれた」となんとたくさん詩篇に書かれていることでしょう。ヘブル人への手紙の著者は私たちに告げます、「彼は激しい叫びと涙をもって、ご自分を死から救い出せる方に祈りをささげられました。（中略）そして、その深い信仰によって聞きいれられたのです」。弟子たちが湖で嵐に遭った時、イエスは荒れ狂う嵐では目を覚ましませんでしたが、弟子たちの恐怖の叫びを聞いた時、弟子たちを愛するがゆえに目を覚まされました。この愛でイエスはあなたを愛しておられます。彼は常にあなたの言うことに耳を傾けておられ、あなたの祈りの一息一息を聞き取ってくださいます。そして、祈りは確かに聞き入れられたと、あなたにささやいてくださいます。


  また、御父の愛は彼を試す愛でもありました。ああ、恐ろしい罪の呪いが彼の上に置かれた時、それはなんと御父と御子の心を試すものだったことでしょう。御父が彼の上に私たちが受けるべき裁きを下された時、イエスは死の神秘の中へと下って行き、しばしの間、呪いの下にとどまらなければなりませんでした。これはなんと奇妙なことだったことでしょう！「わが神、わが神、どうしてわたしを見棄てられたのですか？」。なんと恐ろしい試みでしょう――御父は御子を罪人同然に試みて、御子を生き地獄さながらの状況の中に置かれたのです。しかし、聞いてください。御子は依然として御父に信頼しておられます。依然として「わが神」なのです。「父よ、わたしの霊をあなたの御手に委ねます」。


  そして、御父が御子を愛しておられるように、イエスはあなたを愛しておられます。そして、彼はしばしばあなたを試されるかもしれません。御父は彼を大いに愛しておられたからこそ、十字架の勝利を惜しみなく彼に賜りました。それにはしばしの間、大きな代価が必要でしたが、ああ、その見返りの何たることか！そのように彼はあなたを試されます。この奥義があなたに降りかかり、その杯は去らず、あなたの罪の日食が全天を暗くします。あなたの心はしばしばこの同じ苦いうめき声をあげますが、愛は全く同じであり、常に同じままです。


  御父は御子を愛して、御子に偉大な計画、信任、事業をお与えになりました。この愛により、御子は歴史上最大の戦いを戦う機会を得、史上最大の勝利を獲得されました。御子に何がなしえるのか、御父は誇って全宇宙に示されました。そして、御父は御子の御手に御使いではなしえない使命、人類を贖って世界を回復する使命を委ねられました。もしイエスがあなたを愛しておられるなら、彼はあなたに輝かしい使命と大きな信任を与え、重大な計画、困難ではあるけれども神に栄光を帰して永遠の報いをあなたにもたらす事柄をお委ねになるでしょう。私たちが彼の代表となって、この世に対する祝福となること――これが彼が私たちに賜った働きであり、私たちに対する信任です。これによりイエスの愛が立証されるのです。


  以上が、ささやかではありますが、御父が御子を愛しておられるようにイエスがあなたを愛しておられることの意味です。


  



  イエスが私たちを愛される理由


  



  イエスはどうしてこのように私たちを愛することができるのでしょう？これは理解できないことのように思われますが、事実です。


  イエスが私たちを愛することができるのは、この愛を妨げる罪がすべて取り除かれて彼ご自身の上に置かれたからです。罪はもはやあなたの上にはなく、彼の愛やあなたの確信を曇らせることはありません。彼はあなたの咎、あなたの無価値さ、あなたの違反、あなたの罪深い心――この愛の経路に立ちはだかっていたすべてのもの――を処理してくださいました。彼はもはやそれらを覚えておられません。彼があなたをご覧になるとき、罪の雲は一つもありません。それと同じように、あなたは罪の雲の彼方を仰ぎ見て、彼の御顔を見なければなりません。


  もう一つの理由は、イエスは私たちの内にあるご自身とその御姿を愛しておられることです。彼は私たちの自分自身をご覧になっているのでは全然なく、彼の御姿と御性質を受けた者としての私たちをご覧になっているのです。私たちはついには彼ご自身の美しさの反映となります。あなたが神のみもとに来る時、御顔を見つめて「私は価値のない者です」と言わないでください。それは彼を侮辱することです。彼はあなたの自己と罪を葬られたのですから、それらを掘り返さないでください。むしろ、「ああ、ほむべきキリストよ、私が今あるのはあなたの恵みのおかげです。私はあなたが与えてくださった信仰、聖潔、愛をあなたのみもとに持って参ります！」と言いなさい。レベカはイサクが彼女に送った衣を着て彼に会ったので、イサクは自分の衣を認めることができました。ですから、イエスの美の衣をまとって神の御前に行きなさい。自分が着ている神聖な義に信頼しなさい。


  また、イエスがこのように私たちを愛することができるのは、この愛は彼のためであって私たちのためではないからです。それはあなたがこの愛に値するからでも、あなたが彼の愛情を勝ち取ったからでもありません。また、私たちの粘り強い親切さ、善良さ、愛情によって、イエスを納得させて引き寄せたからでもありません。全く違います。この愛は第一に全く彼から発し、自発的なものであって、彼の御心に基づいているのです。この愛は子供に対する母親の愛のようです。子供が可愛らしくなる前から、母親の愛はほとばしり出ます。この愛は神ご自身に由来する永遠の愛であり、たとえあなたがそれにふさわしくなかったとしても、全く問題ではないのです。


  私たちが自分自身のことを喜ばしく思っていない時でも、イエスは私たちを愛することができます。なぜなら、彼は私たちが少しずつ成長しているのをご覧になっているからです。これはキリストの愛の栄光の冠たるものです。彼は今の欠点や問題を気になさいません。なぜなら、彼の前には目標があり、その目標に向かって働いておられるからです。彼があなたをご覧になるときは常に、あなたの将来の姿をご覧になっているのです。彼は少しの遅れくらいで落胆されません。あなたは今は欠点だらけかもしれませんが、彼の偉大な信念は永遠の栄光をもたらします。彼があなたのことを思う時はいつでも、天における百万年後のあなたのことを思っておられるのです。ああ、この愛を受け入れようではありませんか。そして、この愛に私たちを愛の生活の中へと引き上げてもらい、ただ彼の愛の内に生きるよう私たちを導いてもらおうではありませんか。


  



  私たちは何によって生きているのか


  



  「わたしの愛の内にとどまりなさい」。わたしの愛の影響の下で生活しなさい。私たちがそれによって生きている愛ではないものを見るなら、これはいっそう容易になるかもしれません。


  ある人々は頭脳によって生きています。つまり、思想、意見、教理によって生きています。中にはいっそう深い教えに進む人もおり、自分の聖書によって、聖書の朗読や学びによって生きています。ある日、ある人がベーコンスフィールド卿に彼の立場は何かと尋ねました。すると彼は「私の頭脳です」と答えました。つまり、彼は自分の脳、自分の輝かしい知性、自分の並外れた才能によって生きていたのです。今日、自分の頭脳に基づいて生きている多くの神学者がいます。彼らの後を追いかけている人々、新しい思想、理論、流行に飛びつこうと常に身構えている人々がなんと多いことか。私たちの宗教的な特別集会や霊的な集まりで、聖書の学びをしすぎる傾向がしばしばあります。聖書の学びは重要ですが、必要以上の真理を学んでも仕方ありません。あなたの魂の中におさまって、生活の中で経験できる、聖霊によって燃え立たせられた真理。これ以上の真理を学んでも仕方ないのです。


  ある人々は自分の良心や道徳的性質によって生きています。彼らにとってキリスト教とは、できるだけ守るべき規則集です。これはとても辛い戦いですが、彼らはこれにしがみつき、にこやかに耐え忍びます。これは困難な修養の類のものです。


  ある人々はキリスト教の暗黒面に生きて、常に罪定めの下で生活しています。「神は自分を撃とうとしておられます。自分はそれに値します」と彼らは常に思っているようです。彼らは半分目を逸らしつつ御顔を仰ぎ見ます。まるで、神は自分たちに語りかけてほしくないのではないか、と恐れているかのようです。彼らは常に自分自身の過ちを見つめ、座して自分たちの自己を裁きます。これは恵みの子供が生きる場所ではありません。それであなたはよりよい人になることはありません。「わたしの愛の内に生きなさい」。罪定めではなく永続する愛の内に生きなさい。神が望んでおられるのは愛であって、処罰ではありません。


  ある人々は仕事によって、多忙なあわただしいクリスチャン活動によって生きており、いつも働きすぎなのですが、その中には何の甘さも享受もありません。主はこれにうんざりして多くの人に言われます、「マルタよ。あなたは多くのことに気をつかって思い煩っています」。そして、主はマルタを愛する一方で、ご自分の足下に座って彼の愛の内に生きる人を称賛されました。私たちのクリスチャンの働きは生きる場所ではありません。働きはあなたの愛の結果、聖霊の実でなければなりません。働きの背後には、彼を喜ばせることを願う愛の生活がなければなりません。ユダは慈善協会の議長でした。しかし、自分の香油を持って来てそれを主の頭に注いだマリヤは、奉仕を主にとって無上の価値を持つものとしたのです。


  ある人々は経験によって生きています。彼らはさらなる刺激、興奮、霊的経験を求めます。それで満足している間は幸せなのですが、それで満足できなくなり、その経験が無くなると絶望します。あなたの経験によって生きないでください。見つめずに経験を受け入れ、その後を追って叫ばずに経験を去らせようではありませんか。そして、彼を見つめ続けようではありませんか。そうするなら、経験はその後におのずと続きます。


  冷たい十一月の強風にさらされている小さな花を思い浮かべてください。その花はそこでは生きることができません。その花を太陽の光の差し込まない暗い地下室に置くなら、そこでも生きることはできません。しかし、その花を日の光の中に持って行って水をやり、春と夏の暖かい大気の中で太陽の微笑みを浴びさせるなら、花を咲かせるようになります。その花は自分に適した環境の中にあります。その花は暖かい大気、光、元気づけてくれる水を欲します。恐れという冷たく凍りついた環境の中にあるクリスチャン生活もこれと同じです。イエスの愛という夏の土地では、クリスチャン生活は花のように開花して、ぶどうの木のように実を結ぶのです。


  しばしの間、十二インチ四方の小さな針金でできた巣の中にいる鳥のことを思い浮かべてください。その鳥は小さな止まり木の上に止まり、小さな器から飲んで、小さなオウムの歌を歌います。この巣はその鳥の故郷ではありません。この巣はその鳥にとって心地よくありません。その鳥を空に解き放って天空の太陽光を浴びさせ、美しい森々の枝々にとまらせるとき、鳥は心地よい環境の中でなんと優雅にくつろぐことか。神は鳥のために天空、大気、自然界の心地よい自由な環境を備えられたのです。


  しかし、私たちが話しているのは、束縛され、閉じ込められ、自由を失った神の子供たちについてです。彼らがそうなってしまったのは、誤った確信と、性格や生活に関する誤った目的のためです。彼らは広大な土地――キリストの愛と、その喜びと愛から発する自由――に達していません。キリストが解放された人々に、聖霊はこの喜びと愛を与えてくださるのです。


  



  キリストの愛の内に生きる方法


  



  私たちはキリストの愛の内に生きる方法を知る必要があります。


  第一に、どんな状況下でも、彼はあなたを愛しておられると常に信じなさい。あなたが生まれる前から、彼はあなたを愛して救ってくださいました。あなたのなすべきことは、あなたがキリストの愛を見いだす時、それを受け取ることだけです。彼はあなたの想像を遙かに超えてあなたを愛し続けてくださり、慈愛に満ちた優しさで強くあなたを愛しておられます。その愛の強さは、悪魔やあなたの自己にもかかわらず、あなたを救ったほどだったのです。


  あなたは彼の臨在を認識しなければなりません。「私は絶えず主を私の前に置きました」。彼はいつもあなたと共におられることを信じなさい。一人の小さな子供が立ち上がって、あるとても有名な句を暗唱し始めました、その句は彼女がよく勉強した句で、たびたび語っていた句でした。少しすると彼女はすすり泣きを始め、泣き崩れて、暗唱を終えることができませんでした。彼女の父親は群衆の中から進み出て彼女に言いました、「どうしたんだい。この句はよく知っていると思っていたのに」。彼女は答えました、「知っているわ。でもお父さんの姿が見えなかったの。お父さんが見える所に立っていてくれるなら、上手に暗唱できるのよ」。そこで父親がそこに微笑みながら立つことにしたところ、少女は高らかにささやかな演説をこなしたのです。彼女は父親の顔と愛情をたたえたほほえみを見つめました。そのように私たちも常に彼を見たいと願います。そうするなら、私たちは決して気落ちすることはないでしょう。


  あなたは明るい面を見なければなりません。不可解な事柄や難問や影を見るのではなく、明るい事柄を取り上げてその記憶を大切にしなさい。楽観主義者になって、悲観主義者になってはなりません。南部の著名な医者の話ですが、彼は子供の頃、小さな丸太小屋で育ちました。その丸太小屋の表玄関を開けるとそこは不潔な汚れた地面で、その横の窓を開けるとそこは豚小屋でした。しかし、裏にはとても高いところに窓があって、美しい山々を一望できたのです。学びのためにその家を離れようとしていた時、彼は母親に言いました、「お母さん、この裏窓を一緒に持って行きたかったな」。母親は答えました、「この窓は一緒に持っていけないけれど、明るい面を見る習慣は持っていけるのよ。あなたの魂の中に明るい小窓を持ち続けなさい。そうすればどこにいても、楽しくて美しいものをいつでも得られるのよ」。これが彼の人生を修復する要因となったのです。医者になった後、彼は言いました、「気がついたら、私自身患者たちに向かって、『希望を持ちなさい。ほがらかでありなさい』と教えるようになっていたのです。明るい面を見ること、愛の面を見続けること、疑いや恐れの面を見ないことが、人としてまた医者としての私のすべてだったのです」。


  ビリー・ブレイは悪魔との短い会見について私たちに告げます。「ある日、庭の手入れを済ませようとしていたら、サタンがやって来てこう言ったのさ。『ビリー、お前は四年間も神のために辛い働きをしてきたのに、報酬がこれだけとは。このちっぽけなジャガイモを見たかい？神はなんとお前を粗末に扱っていることか！』。そこで振り向いて言ってやったのさ、『なんだ、お前か。そりゃ、お前に仕えていた頃はジャガイモすら貰えなかったもんな。退いて、ちっぽけなジャガイモのことは言うな』」。これがキリストの愛の内に生きる方法です。四角い小窓から外を覗いて、山々の頂と太陽に照らされた空を見なさい。そして、イエスの愛の内に生きなさい。


  次に、祈りの生活はこの愛の生活を保ちます。常に彼との交わりを保ちなさい。


  しかし最後に、もし彼の愛の内に生きることを望むなら、彼の愛を反復することを学びなさい。彼の愛を人々に流しなさい。もしそうしないなら、あなたは利己的になって、愛の何たるかがわからないでしょう。愛を理解するのは愛する心です。神の祝福を取り入れることができるのは、絶えず祝福を人々に注ぎ出す人なのです。


  一人の農夫がジョン・ウェスレーの説教を聞きに来ました。彼は説教の最初の要点を聞いて喜びました。その要点とは、「できるだけ何でも手に入れなさい」でした。「全くそのとおり」と農夫は隣人に言いました。ウェスレーは彼らに、「熱心によく働いて勤勉でありなさい。神のために機会を最大限有効に活用しなさい」と語りました。この二番目の点も農夫を喜ばせました。「できるだけ何でも保持しなさい」。「これはすごい。こんなふうに話す人は聞いた事がない」と農夫は思いました。ウェスレーは彼らに、「節約して浪費してはいけません。自分に与えられた神の賜物を節約して用いなさい」と教えていました。農夫は夢心地でした。「最後に」とウェスレーは付け加えました。「できるだけ何でも与えなさい」。農夫の顔色は曇り、こう言うのが聞こえました、「何もかも台無しだ」と。


  しかし、これが神が私たちを祝福して、私たちを富ませる目的なのです。海の津波は浜辺に押し寄せて、次のさらなる大波のための場所を用意します。それと同じように、あなたの愛と奉仕は神が天の窓を開いて祝福を注ぐための場所を用意します。これは祝福を受ける余地がなくなるまで続きます。愛する人よ、このささやかな御言葉「わたしの愛の内に生きなさい」を時機にかなった言葉として受け取りましょう。そして、あえてこの御言葉を別の読み方で読むとしたら、「わたしの愛を生かし出しなさい」という読み方も加えられるのではないでしょうか？


  



  第６章 新創造の型としての旧創造


  



  「天から雨が降り、雪が落ちてまた帰らず、地を潤して物を生えさせ、芽を出させて、種蒔く者に種を与え、食べる者にパンを与える。このように、わたしの口から出る言葉も、むなしくわたしに帰ることはない。わたしの喜ぶところのことをなし、わたしが命じ送った事を果たす。」（イザヤ五五・十、十一）


  この節の基調をなす思想は八節と九節に見つかります。「なぜなら、わたしの思いはあなたたちの思いとは異なり、わたしの道はあなたたちの道とは異なるからであると主は言われる。天が地よりも高いように、わたしの道はあなたたちの道よりも高く、わたしの思いはあなたたちの思いよりも高い」。神の思いと道は、性質においても恵みにおいても、人の思いや道よりも圧倒的に高いため、神の統治上の数々の原則は、私たちの近視眼的な感覚や理性にとって、しばしば逆説や矛盾のように思われます。こうした神の統治上の原則のいくつかが、自然界の力や働きから取られたこの美しい絵図の中に描写されています。


  



  消極面と積極面の二面性


  



  第一に、自然の諸力がもたらす恩恵があります。これらの恩恵は、一見、有害で警戒すべきもののように見えます。雪や雨は破壊的な力のように見えます。陸上や海上をなぎ払うサイクロンほど恐ろしいものはありません。それは船をバラバラにして難破させ、川を増水させて溢れさせ、森や町をなぎ倒し、それが通った後には荒れ果てた家々や人々の死骸が残ります。また、激しいブリザードほど恐ろしいものはありません。それは羊飼いとその群れ、山の岩肌にいる寄る辺なき旅人を積雪の下に葬り去ります。また、巨大な雪崩となって、山里やあわてふためく旅行者を瓦礫の中に埋めてしまいます。しかし、これらのエネルギーや力は、自然の配剤の中でも最も有用で役に立つものなのです。インド平原から雨を取り去るなら、飢饉の恐怖がそれに続きます。アリゾナ、ユタ、コロラドの広大な荒野に雨を送るなら、見よ、荒野と寂れた場所は喜び、砂漠はバラのように花咲きます。どうして今日パレスチナは荒廃しているのでしょう？雨が降らないからです。また、昔は緑地だったこれらの荒地は、どうしてユダの丘々へと回復されだしているのでしょう？前の雨と後の雨が徐々に戻って来ているからです。雪は恐ろしい雪崩や視界を遮るブリザードをしばしば引き起こしますが、それでも川や泉の倉庫です。ドナウ川や美しいライン川とローヌ川は、スイスの冠雪した山々から発します。インドの川々は時々洪水を起こして土地を肥沃にしますが、冠雪したヒマラヤの山々から流れて来ます。このように雪や雨は自然が遣わす最も慈悲深い使者であり、時々恐ろしい様相で訪れますが、それは仮の姿で実は祝福を送っているのです。


  恵みの配剤においても、これは同じように真実です。到底ありえないひどい事のように見えるものの中に、神の最も豊かな祝福が隠されていることがしばしばあります。罪と悲しみ、病と死でさえも、恵みの錬金術により、人にとって最善な、神に最高の栄光を帰す機会に変えられるのです。アダムの堕落からキリストの贖いが生じ、人と神との合一が生じます。恥と恐怖を伴う死から、さらに優った復活が生じます。ペテロの堕落は回復をもたらしただけでなく、さらに高度な務めとさらに安定した力をもたらしました。人の悲しみは訓練の機会となり、この訓練は人を聖化して、聖なる性格と天的な恵みという貴重な黄金をもたらします。病でさえも、主が癒しの御手を伸べて生かす力を与える機会となるのです。


  
    「かくして、どんな姿や名前の病気も

    姿を変えて祝福となり、その冷酷な目的を果たすことなし。」

  


  雨雲の上に虹を描くこと、雪で覆われた山の高みに泉を見いだすことを学んだ人々は幸いです。


  



  無駄なものや無意味なものは何もない


  



  第二に、自然の諸々の力は一見無駄なものに見えます。しかし、それらは他の形に姿を変え、有用で幸いな力に転じます。


  自然界の浪費ほどひどい無駄はないように思われます。雨が降るとそれは地面に吸い込まれ、失われたかのように見えます。雨は天から降り、そこに戻ることはありません。川々は海に流れ込み、海水に吸収されます。これはみな貴重な資源の浪費のように思われます。しかし、どの力も決して無駄になったわけではないことを科学は私たちに教えます。それはただ別の形になっただけなのです。その役割は変わりましたが、自分の進むべき道を進んでいるのであり、その力は衰えてはいません。力が一つの状態から別の状態に変化することは、現代科学の最大の発見です。こうして、動きは熱を生み、熱は光を生み、光は音になり……と続いていきます。物質には様々な状態があり、その状態は永遠に変化していきます。しかし、物質は元の力を効率的に利用還元しているのです。


  ある人は短い詩的なたとえ話の中で、空中で震えている小さな雨粒について描写しました。その雨粒は空のゲニウスに、地上に行くべきか美しい雲の中にとどまるべきか尋ねました。「どうして僕は汚らしい土の中に消え失せて葬られなければならないの？僕は虹の弧の下でダイヤモンドのように輝くことだってできるし、エメラルドやルビーのようにきらめくことだってできるんだよ。それなのにどうして暗い泥の中に消え失せなければならないの？」。ゲニウスは答えました、「それはそうだが、お前が地に下るとき、お前はまさった復活の中で現れ出ることになる。お前は花の花びら、バラの香り、ぶどうの木のたわわに実った房となって復活するのだ」。それでとうとう、この臆病な雨粒は後悔の涙を一粒流しつつ地に落ち、土の下に姿を消して、干上がった地面にたちまち飲み込まれました。その雨粒は見えなくなりました――消え失せたように見えます。しかし、見よ、向こうの百合の根がその水分を飲み、ダマスクバラの吸収器官がその新鮮な湿気を吸収し、遠くのぶどうの木から伸びた根がこの命の泉を発見します。やがて、この雨粒は雪のような百合の花、バラの芳醇な香り、ぶどうの木の紫色の房となって現れ出ます。そして再び空のゲニウスに出会う時、それは喜びつつ感謝して言います、「確かに私は死にましたが、よみがえりました。今、私はいっそう高い務め、いっそう広々とした生活、さらにまさった復活の領域の中に生きているのです」。


  神の御言葉と信仰生活も同じです。それはしばしば無駄になったように見えます。メッセージは地に落ち、その反響はやみ、幕は下り、何も見えません。おそらく、「私は無駄に労苦して、空しく力を費やした」と叫ぶ説教者もいるでしょう。しかし、神の御言葉は静かにその働きを進めつつあり、魂は命に芽生えつつあり、意図は行動に転じようとしつつあり、約束は信仰の実を結びつつあります。そしてついには、神の喜ばれることを成就します。その説教者は視界から去るかもしれませんが、その代わりに一群れの人々が立ち上がってその働きを遂行するようになります。御言葉や説教は忘れ去られるかもしれませんが、変容した性格が現れ出ます。謙遜な牧者の妻が言いました、「どの説教が私を回心に導いたのか、私にはわかりません。私は教義や教理を説明することすらできません。しかし、何かが私を変えたことは知っています。昨年の夏、ジョンと私は向こうの小川で羊を洗っていました。その水がどこに行ったのか私はあなたに告げることはできませんが、羊のきれいな白い毛をあなたにお見せすることはできます。そのように、私は教理を忘れるかもしれませんが、その幸いな実は私の心や生活の中に残っているのです」。


  神の大農園には多くの霊的な力があり、人はそれらを追跡して記録することは決してできません。しかし、それらの力も同じように自分の働きを進めているのであり、収穫のとき膨大な量となって混ざり合います。ゴルドン博士はある貧しい黒人女性について述べています。彼女は手足が不自由で、キャベツ通りと呼ばれるみすぼらしい郊外の住宅地に住んでいました。彼女はめったに集会に行きませんでしたが、祈る方法を知っていました。リバイバルが訪れつつあった時、助祭はその黒人女性ディナの世話をしてリバイバルについて告げ、「人々のために祈ってください」と求めました。すると、その黒人女性は毎日自分の小屋の近くを通り過ぎる大勢の人々について尋ねました。「あの人たちはクリスチャンなのかしら？」。「いいえ」と助祭は答えました。そして、彼女はその人々を一人一人数え上げて主に告げたのです。その人々の名を彼女はほとんど知りませんでしたし、その人々も彼女のことを聞いたことがありませんでした。しかし、喜ばしい収穫の時が来て、四十名の人が教会に集まりました。年老いたこの黒人女性も足を引きずりながら教会に入ってきて、その人々が主を告白するのを見ました。彼女は言い尽くせない喜びの涙を流しました。なぜなら、その四十名のうち十二名はキャベツ通りから来た人たちで、彼女は毎日その人たちのことを主に持ち出していたからです。ついに高き所からの力が彼らの上に下り、彼らを十字架に導きました。これらの祈りは雨粒であり、人はそれを知りませんでしたが、神がその後に続かれたのです。これは一つ一つの沈黙の祈り、流れ落ちた涙、人知れぬ理由のおかげであることを、天の記録は示すでしょう。その時、蒔く者と刈り取る者は共に喜びます。


  神のために行う私たちの働きの多くも、このように不明確な性格を帯びています。私たちは自分たちの労苦の成果を、統計や教会の会員名簿の形で明確にすることはできません。働きの大部分は地面にこぼした水のようです。これは特に福音伝道の大部分について言えます。私たちが百名の人に祝福をもって手を差し伸べても、だれ一人私たちの群れに加わることがなく、私たちの会員になることもないのです。彼らは霊的なメッセージを受けても通り過ぎてしまいます。私たちの証し、教え、例証を通して何らかの霊感がもたらされます。私たちは主の植物に水を注いできました。主があがめられ、主は喜ばれます。また、荒れ果てていた主の遺産は新たにされます。これで十分ではありませんか。


  
    このような愛を書き記して記録する必要はなく、

    名前や碑文を石に刻む必要もありません。

    私たちが生きてきた目的、これこそ私たちの栄光です。

    私たちのなした事が私たちの記念となるのです。

  


  



  忍耐の必要性


  



  第三に、自然においても恵みにおいても、物事は少しずつ進みます。


  雨が実りをもたらすには時間が必要です。第一に雨は地を潤さなければならず、次に大地から芽が出なければなりません。次に葉や蕾が生じなければならず、さらに蒔く者のために種、食べる者のために食物が生じなければなりません。すべて正常でも、待つ忍耐が必要であり、かなり遅れるかもしれません。クリスチャンの働きには二種類あります。たちまち刈り取る働きがあります。神はしばしばこのような刈り取りを与えてくださいます――たわわに実った束を集める喜びを与えてくださいます。しかし、神を信じる信仰を要する種類の働きはゆっくりしているのです。忍耐強く種を蒔き、長い時間待たなければなりません。そして、自分が蒔いたものを他の人が刈り取ってくれること、また、自分の遺骨の上に花が咲いた後に収穫の時が訪れることを、私たちは確信しなければなりません。これは母親の働きであり、母親は神のためにゆっくりと命を訓練します。そして、母親が亡くなる時、その命が母親の務めを成就します。これは乳母の働きであり、彼女は高尚な目的という種を他のだれかの子供の胸の中に蒔きます。これは静かなとりなし手の働きであり、他の人々が戦いの前線にいる間、とりなし手は聖い手をもって祈りの座で待ち続けます。祈りの座は気前よく与える者の座です。その座につく人は毎日毎年、無私の労苦を通して供給を与えます。他方、外国の地にいる他の人は、その人の施し物によって支えられ、収穫を刈り取ります。しかし清算する日が来る時、二人とも同じような報いと収穫の喜びにあずかることがわかるでしょう。


  ここに暗示されている蒔くことと養うこととの間の緊密な関係を忘れないようにしましょう。種を蒔く者のための種は、働き人が寄せる信頼を彷彿とさせます。食べる者のためのパンは、人が必要とする分を彷彿とさせます。私たちは蒔くだけでなく、養わなければなりません。私たちはパンを人々に与える前に、まずその尊いパンを試さなければなりません。また、そのパンは委ねられた物であって、贅沢のためではないことを忘れてはなりません。そのパンは私たちがそれで養われるために、次にそれを飢えている世界に渡すために、私たちに与えられているのです。


  



  私たちの働きは必ず実を結び、効果を現す


  



  四番目に、成果は確実であって効果があることがわかります。


  「わたしの喜ぶところのことをなし、わたしが命じ送った事を果たす」。自然界においてさえ、どんな力も決して失われることはない、という事実についてはすでに述べました。あなたが何らかの形で空中に息吹いた囁きは永遠に進み続けます。私たちは広大なエーテルの海の中を航海していますが、そのエーテルの海に浮かぶ原子に与えた衝撃は、たとえそれが極微弱なものだったとしても、永遠にわたって他の原子に影響を及ぼし続けます。あなたはその結果を見れないかもしれませんが、その影響は常に変わることなく進み続けます。一ダースのボールを一直線に並べて置いてみなさい。そして先頭のボールを叩くと、先頭のボールは動かないままです。二番目、三番目、四番目、直線に並んだどのボールも同じであり、ついに最後のボールに達します。しかし、この最後のボールが動き出します。他のボールを通過した力は効果が無いように見えましたが、最後の瞬間、先頭のボールに加えられたのと全く同じ力が最後尾のボールに現れたのです。


  そのように、私たちが神のために語る言葉、私たちが発する祈り、愛の手の接触、同情心、聖なる意図はみな、神と人類の福祉のために何らかの形で永遠にわたって語り続けます。私たちの労苦は無駄になることはありません。私たちが失敗することはありえません。一杯の冷たい水が、それを受ける値打ちのない人に与えられるかもしれません。私たちの直接の目的は達せられなかったように見えるかもしれませんが、神はその行いを神聖な御手の中に保っておられ、いつの日か私たちは再び出会って、神のために投じた投資の実を複利の利子付きで受け取ることになります。地のために建てられたものはすべて倒壊して塵に帰します。しかし、金、銀、宝石でこの一つの土台の上に建てる人は、自分の働きが天の宮殿にふさわしいものであることを見いだすでしょう。


  昔、北シリヤにあったクリスチャンの宮には聖なる碑文が刻まれていましたが、あるイスラム教徒の建築家がそれをしっくいと石こうで覆い、建物の正面をイスラム教の碑文で飾りました。クリスチャンの宮が偽預言者のためのモスクに改築されてしまったのです。しかし、時がたつにつれて石こうが剥がれていきました。そして見よ、それからしばらくして火事があり、そのダマスコのモスクは焼け落ちてしまったのです。しかし、神の御言葉から取られた昔の節が火の中から現れました。その焼け落ちる塔が残した最後のメッセージは、神の御言葉のメッセージだったのです。このように他のものはみな滅びるかもしれませんが、神の御言葉は永遠に残ります。私たちの生活、私たちの性格、私たちのいっさいの希望を、神の御言葉の上に堅く据えようではありませんか。神の御言葉を私たちの働きの道具としようではありませんか。神の御言葉とその権威を信じようではありませんか。確信を持って御言葉を同胞たちに与えようではありませんか。御言葉は神聖であり、人を救い、聖化する力があります。私たちは神の守りの御手に委ねて満足しようではありませんか。そして、神が暗闇の中にある隠れた事柄を明るみに出して、火をもってすべての人の働きを試される時が来るまで、待とうではありませんか。


  



  恵みは様々な形を取って訪れる


  



  五番目に、恵みには様々な形があることに注意しましょう。


  「山々と丘々はあなたの前で歌いだす。（中略）トゲのある植物の代わりにモミの木が生え、いばらの代わりにミルトスが生える」。山々は私たちが働く時に遭遇する困難、妨げ、障壁を表しています。しかし、神はこれらのものを転じて賛美の機会、勝利の記念碑とされます。そして、私たちの道を阻んでいた山々は私たちの前で歌いだします。トゲのある植物やイバラは、私たちの人生や働きを傷つけ、へこませ、挫折させるものを表しています。そのトゲを感じたことのない生涯があるでしょうか？しかし、これらのものですら恵みの過程によって姿を変え、私たちに対する最も豊かな祝福、私たちの冠の宝石となるのです。これは真珠が生み出される過程に似ています。とがったトゲが小さな軟体動物を傷つけます。すると、その軟体動物はトゲの周りに柔らかい体液を放出せざるをえなくなります。このように、最も輝かしい私たちの性格は、私たちを突き刺すトゲや私たちを砕く試みから、しばしば私たちに生じるのです。


  カナン人の砦だったエブスは、ダビデの勇者たちがこれを勝ち取った時、ダビデの王国の首都であるエルサレムになりました。それと同じように、あなたの人生や私の人生で最も困難な事柄、私たちの困難や落胆の中で最も手強いものは、もし私たちが彼の恵みの中で彼の御名を通して征服するなら、私たちが将来受ける報いの栄光となり、地上においてすら私たちの力と幸福の砦となります。神の思いは私たちの思いとは異なり、神の道は私たちの道とは異なります。正反対のものにより、またどんな見通しにもかかわらず、神はご自分の道を力強く進んでおられます。ですから、私たちが最も困難な状況に遭遇するときでも、神を受け入れようではありませんか。そうするなら、人生の難所を歩む私たちの血まみれの足を傷つけるゴツゴツした岩々から、いつの日か私たちの冠の宝石が造られるでしょう。あるいは別の絵図を用いると、私たちの故郷の宮殿に並ぶ大通りには、私たちの地上の分であるトゲのある植物やイバラから形造られたミルトスやヤシの木が植わっているでしょう。


  



  第７章 すべてが新しくなった


  



  「御座に座す方が言われた、『見よ、わたしはすべてを新しくする』。（中略）そして彼は私に言われた、『事は成った。わたしはアルファでありオメガである。初めであり終わりである。渇いている者には命の水の泉から価なしに飲ませよう。勝利を得る者は万物を受け継ぐであろう。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる。」（黙示録二一・五～七）


  「旧創造の自然はキリストが再創造（Palingenesis）と称されたものを常に待ち望んでいる」とはけだし名言です。「再創造（欽定訳では「再生」）のとき、人の子は栄光の御座につき、あなたたちもまた王座につきます」。型や預言によると、自然界の全行程は再創造、新創造に向かって前進しつつあります。そのとき、万物は新しくされます。


  地質学や歴史の記録、また天空の星々が記す光の文字を見ると、いかに宇宙万物がより高次の存在を目指して進んできたかがわかります。荒廃の波が私たちの地球上を何度も一掃してきましたし、地層は一層ずつ積み重なって地表を覆い、前の世代の存在を葬ってきました。万物は常に前進し続け、より高次の存在を目指して向上し続けてきました。過去の物語はすべて、ある一つの偉大な目的の予型であり、すべてが新しくされる時を目指して前進していたのです。荒廃と滅びは高次の命に場所を譲ります。昆虫はみな、まず棺に入れられて葬られ、次に存在の連続的階層の中である種の復活の命の中に入る経験をしてきました。この過程を経ずに生まれてきた昆虫は一匹もいません。輝かしい朝も必ず沈みますが、決して沈むことのないいっそう明るい朝の到来を約束してきました。甘い平穏が嵐や暴風雨の後に続いたためしはありませんが、もはや海も、嵐も、不調和も、自然の猛威もない時の到来を約束してきたのです。


  聖書を見ると、これに関連する神聖な啓示の流れが見つかります。この啓示の流れは、明るく輝く永遠の時代を仰ぎ見るものです。聖書の中に出てくる数字はこれを意味します。七という数字は完了した創造の働きを意味します。七は万物の始まりとその現状を示す神の象徴です。これがユダヤ人の安息日が週の七日目だった理由です。それは完了した働きでした。しかし、八日目がすぐに導入されて二週目の始まりの日とされたことがわかります。ヘブル人の子供は八日目に割礼を受けました。割礼は古い命に置き代わる新しい命の型でした。新しい時代の誓約と約束を受けるために、八人の人が箱船の中に入る必要がありました。虹の弧の下で新しい時代の幕が上がり、ノアと七人の人々が箱船から出てきて新しい世界を開始しました。祭りはみな八日目に最高潮に達します。それゆえ、祭りの八日目は「最も大いなる日」と呼ばれています。八日目は創造の新しい体系を指し示すものであり、主イエス・キリストの来臨によって到来します。


  また、数字の十一と十三にも同じ意味があることがわかります。十二は七と同じように旧創造を示す完全数ですが、十三は新創造の初めです。パウロは十三番目の使徒でした。なぜなら、彼は異邦人伝道と世界の福音化という新しい時代を開始したからです。このように神は常に御手を伸ばしておられ、新時代、第二の時代、再創造、万物の回復を願っておられます。


  同じようにヨベルの大いなる年は四十九年目ではなく、七年を七倍した年の翌年、すなわち五十年目でした。それは主に受け入れられる年であり、その時すべては回復されました。ヨベルでは銀の鐘を打ち鳴らして、束縛、悲しみ、罪は過ぎ去って、新創造の到来が宣言されました。


  このように神は来たるべき時を指し示してこられました。その時については新約聖書やその最後の書である預言書の中に何度も述べられています。冒頭に挙げた御言葉はその時に関する壮大な霊感を与えます。その時、神はすべてを新しくされるのです。


  贖いは自然を改善することでも、現存する間違いを修正することでもありません。贖いは古い水準にしたがって物事を正すことではなく、徹底的な死と復活であり、古いものは過ぎ去って新しいものが直接神から到来します。「だれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」。神は私たちにこの新しい命を与え、これを私たちにとって新しい時代の始まりとされます。そして、神は私たちを引き上げて彼の御思いを理解できるようにさせ、次に、彼の御計画を成就するために私たちを用いてくださいます。かつてなかったほど私たちを用いてくださるのです。


  キリストの輝かしい来臨によって完結する神の新創造を見ることにしましょう。


  



  新しい人


  



  新創造は新しい人と共に始まります。新しい人は神の型であり、新しい時代、新しい宇宙、新しい働き、新しい天の出発点です。神は古い人類にかなりの機会をお与えになりました。神の許可のもと人類はエデンの園という絶好の条件で始めたのですが、失敗してしまいました。次に神は、やり直すために四千年を人類に許されました。しかし、人類は行き詰まって、さらに深く失敗の中に落ち込んでしまいました。そしてついに神は叫んで言われました、「わたしは、石垣を築き、破れ口に立つ者を、彼らのうちに尋ねたが見つからなかった」。そこで神は一人の新しい人を遣わして新しい時代を開始させ、その周りに新しい命がすべて結晶化する中心とされたのです。


  こうしてイエス・キリストが到来されました。彼は新しい人類の代表者、第二のアダム、贖われた種族の新しいかしらです。贖いの奥義は古い種族を改善することではありません。古い種族を拒絶して、別のかしら、別の中心の回りに、別の種族を結晶化することです。来たるべき代々の時代、イエス・キリストは人類のかしらとなり、宇宙のかしらとなられます。ですから、キリストは神の新しい人であると考えようではありませんか。第一の人は地から出て地に属しますが、第二の人は天からの主です。


  キリストの人性は唯一無二であり、他のいかなる人性とも異なっていました。彼はたんなる一人の人（a man）ではなく、彼こそが人（the Man）です。彼はたんなる男性ではありません。彼は男性であるだけでなく、女性でもあります。キリストの中には、男性にふさわしいきわめて勇猛果敢で大胆な力強い性格があるだけでなく、人の娘たちのきわめて繊細な心もあります。キリストは単純かつ自然で、物事に動じることがありません。それゆえ、彼は人類の長兄としてふさわしい方です。次に、キリストには威厳があり、ご自分の無謬性に関する落ち着いた自覚があり、生来の気高さがあります。これは彼を見るすべての人に十分な説得力をもって訴えかけ、「彼の性格は全くこの印象どおりだった」と私たちに感じさせます。かつてルソーはこれを見事に表現しました、「このような性格の持ち主が実在したと信じることより、このような性格を考え出すことの方がよほど大きな奇跡を必要とするであろう」。


  イエス・キリストは神の人として私たちの間に立たれました。彼の生涯の長さは人の平均寿命にしたがって定められました――ちょうど三十三年半でした――きっかりこの長さでした。イエスは三十三年生活されました。それは彼が平均的な人となって、人類のその世代を代表するためでした。こうして彼は典型的な人、新しい人として世の前に立っておられます。この方から他の人々は霊の再生により生まれて永存します。そして、彼の存在の一部、彼の肉の肉、彼の骨の骨となり、彼に結合されて彼の永遠の運命にあずかります。


  次に、キリストは新しい人であるだけでなく、神でもありました。彼は計り知れない深淵を踏み越えた人でした。彼は自然の領域から超自然の領域に、有限の領域から無限の領域に至りました。彼の懐には神性がありましたが、その神性の完全性と栄光は覆い隠されていました。彼は神の人であり、かつて現れたものの中で最も奇妙な存在でした。この新しい人が到来され、それ以降、他のどの人も顧慮されなくなりました。あなたがこの新しい人類に属するようになる時だけ、あなたは神の御旨にあずかることができ、また神が啓示しておられるこの新時代の祝福にあずかることができます。あなたはこの新しい人を見たことがあるでしょうか？あなたは彼に会ったでしょうか？彼はあなたのかしらとなられたでしょうか？


  



  新しい種族


  



  地上には二つの人の種族があります。カインとセツの種族はこの予表です。カインの種族は地的でした。彼らは美しく文明的でした。彼らは贅沢品に囲まれていましたが、これは今の時代、今の世界、古い人類の予型となりました。しかし、セツの種族については当初から「彼らは主の御名を名乗り始めた」と言われています。これが文字どおりの訳です。彼らは主の民であり、神は彼らとカインの種族との間に障壁を設けられました。神は、「わたしは恨みを置く、女の子孫と蛇の子孫との間に」と言われました。この二つの種族は混じり合うべきではありません。しかし、神の子らは人の娘らを娶り、その結果、巨人の末裔が生まれ、そのような悪を神は洪水によって一掃しなければなりませんでした。洪水はカインの種族とセツの種族との間の妥協の結果にほかなりませんでした。


  この二つの種族の分離はイサクとイシマエルにも見ることができます。奴隷の女とその息子は追い出されなければなりません。なぜなら、「イサクから出る者があなたの子孫と呼ばれる」からです。これはヤコブとエサウにも見られます。さらに、エジプトから脱出した種族にも見ることができます。その最初の世代はカナンに入れませんでした。神は彼らにチャンスをお与えになりました。神は彼らにシナイでご自分の素晴らしさを示し、彼らと契約を結ばれました。彼らは、「私たちは神が仰せられることを何でも守り行います」と言いました。しかし一か月もたたないうちに彼らは金の子牛の周りで踊りを踊り、一年もたたないうちに拒絶されて荒野に送り返され、そこで死んだのです。第二世代、新しい種族が現れなければなりませんでした。それはこの新しい世代の予型であり、この新しい世代を通して私たちは神の王国に入らなければなりません。文明、美徳、生来の愛らしさは天に入れません。それらのものは死んで、キリストの復活の命の中で戻されなければなりません。「人は上から生まれなければ、神の王国を見ることはできません」。


  愛する人よ、あなたはこの新しい種族の一員になったでしょうか？あなたは生来の長所や自己改善に頼っているのでしょうか？すべての肉は草のようであり、善良さは野の花のようです。その美しさは死ななければなりません。新しい命が天から生まれなければならず、イエスが持っておられるのと全く同じ命の一部とならなければなりません。イエスが持っておられる命はどのような命でしょう。神聖な人性です。あなたが持つべき命とはどのような命でしょう。この神聖な新しい人性です。


  あなたは生まれて人になるだけでなく、神の息子や娘、天空の家族、天の貴族、王家の者になるのです。これが新生の意味です。今晩、もし彼方の宣教地でだれかが主を見いだすなら、きわめて重大で何物にもまして輝かしい事が起きます。これはあなたの子供が王家の血を引く王子と結婚することや、地上の王座の相続人になることよりも素晴らしいことです。この新しい種族は神聖な性質にあずかる者であり、子たる霊の中で「アバ、父よ」と言うことができます。そして、母親の腕の中にいる赤ん坊のように、恐るべき威厳に満ちたエホバの御前でも安らかでいることができます。愛する人よ、あなたは神の長子たちの一員でしょうか？ああ、あなたの召しの素晴らしさを悟って、あなたの選びを確かなものにしなさい。


  この命は神から生まれます。ですから、それは神のようにならなければなりません。この天の種族は明確な特徴と性質を帯びています。地質学の石のページをめくって地球の歴史をさかのぼる時、爬虫類時代の巨獣たちに関するなんと恐ろしい記録があることか――巨大な形の大トカゲが原始時代の間ずっと食い荒らしていたのです！その地層の上には野の獣や肉食獣の地層があります。肉食獣たちは互いに食い合い、弱い無力な生き物を自分たちの餌食や道具としていました。たった一度の戦争で亡くなった数十万、時には数百万という人々の数を数える時、また、この地球がいかに血で覆われ、欲望や暴力で荒廃してきたのかを描写する時、ダニエルが見た野獣の幻は決して大げさではないことが確かにわかります。しかし、ああ、神が御父の相続人とするために生み出しておられるこの新しい種族はなんと異なっていることか！「御霊の実は愛、喜び、平和、忍耐、親切、善意、信仰、柔和、自制です」。「霊の中で貧しい人は幸いです。天の王国は彼らのものだからです」。「平和をつくる者は幸いです。彼らは神の子供と呼ばれるからです」。この新しい種族の特徴は純粋さ、自己否定、聖さ、犠牲、優しさ、謙遜、イエス・キリストに似ていることです。彼らは自制によって勝利を得、上るために沈み、万物復興の時に冠を受けるためにすべてを放棄します。


  新しい種族は霊の中に新しい命を持っているだけでなく、経験においても新しくなります。私たちの努力や奮闘によって新しい命が造られるわけではありません。新しい命は全く天から生まれ、天から養われなければなりません。新しい命は私たちの内におられる主の命の中にあり、主との交わりによって得なければなりません。「わたしの内に住んでいなさい。そうすればわたしもあなたたちの内に住みます。（中略）わたしなしでは、あなたたちは何もすることができないからです」。律法はその信奉者たちに、一つの流儀にしたがって道徳、義、善について教えます。ユダヤ教には十戒があります。しかし、それらは人を生かすものではありません。かつて生きていた最悪な人々は、最高の訓練を受け、最高の模範を持ち、最も厳しい刑罰を定めていました。この新しい命は成長します。なぜなら、それが自然なことだからです。この新しい命は聖霊によって養われる命です。それは自発的であり、自然であって、おおらかで、喜びに満ちています。愛する人よ、あなたはこの新しい神聖な命を持っているでしょうか？もし持っていないなら、主と共に御座に座すことがどういうことか、あなたには決してわからないでしょう。


  



  新しい社会


  



  この新しい社会は贖いの驚異の一つです。地は様々な絆で諸々の社会を形成します。人々は自然に集まって群れを成します。その群れの中心は、例えばある名前、家族、民族の絆、政治的、国家的、愛国的つながりかもしれません。しかし、神はこうしたつながりを過ぎ越して、新しい社会を建造しておられます。この新しい社会はアメリカ、フランス、ドイツの社会ではなく、専制国家や共和国家でもなく、神聖な社会です。それはイエスの家族、小羊の花嫁、イエス・キリストのからだです。一人一人神は彼らを時の瓦礫の中から取り出して、この大いなる家族の集結に向けて彼らを教育し準備しておられます。いつの日か、彼らはみな空中で会うでしょう。いつの日か、彼らは神の王国の中で手を握りあい、互いの顔を見つめ合い、族長たち、使徒たち、愛する者たちと共に座につくでしょう。これはなんと麗しい社会でしょう！この地上にイエス以外に尊いものがあるでしょうか？あるとしたら、それは私たちにとって高価で尊いものとなった人々の心ではないでしょうか？私たちが彼らと共に会う時、それはなんと壮大な社会でしょう。それは私たちをして地のあらゆる党派心を超越させ、私たちの家族や民族さえも超越させます。しかし、私たちの国籍は天にあります。私たちの故郷はそこにあり、私たちの友人たちはみなそこにいます。神がすべてを新しくしてくださるとは、なんと幸いな展望でしょう！この幸いな社会には、不法占有、粗野なもの、無礼、不潔なものは何もなく、それを汚すものが入り込むことはありません。私たちは礼儀正しさ、上品さ、教養、愛、栄光のただ中にあって、贖われた者たちとの交わりの中で、イエス・キリストの社会の中で永遠の時を過ごすのです。愛する者よ、あなたはこの社会に導かれたでしょうか？いつの日か、あなたはイエスに対する親密さの度合いにしたがって、この社会の中に自分の場所を得るでしょう。なぜなら、そこではだれもがこの中心なる方から自分の場所を得るからです。


  



  新しい王国


  



  神は新しい社会だけでなく、新しい王国を建造しておられます。神がダニエル書の中で私たちに告げておられるように、天の下の王国と主権はいと高き神の子らに与えられます。それは永遠の王国であって他の人々の手に渡ることがなく、またその主権は過ぎ去ることがありません。この地球は悪虐な政府の腐敗や犯罪をいつまでも忍ばなければならないわけではありません。いつの日か、リビングストン博士は贖われたアフリカを仰ぎ見るでしょう。フランシス・ウィラードはアメリカ中を歩き回り、私たちの町々の中にラム酒の店を探すでしょうが見つからないでしょう。ジョン・ハワードは一世紀費やしても牢屋を見つけられないでしょう。それは新しい王国、霊の王国です。それはこの世には属しませんが、それと同じくらい現実的です。私たちはこの王国の開始を待ち望んでおり、まもなくこの王国が野獣のような国々に取って代わるでしょう。この野獣どもは人の統治によるものであり、腐敗と犯罪の饗宴です。この野獣どものせいで、地は長きにわたって嘆き悲しみ、血を流してきたのです。「見よ、わたしはすべてを新しくします」。私たちはこれを成就させるために祈り、働こうではありませんか。


  



  新しい体


  



  神はこの新しい命のために一つの宮を造っておられます。この宮は彼ご自身の復活の命と同じように栄光に満ちています。私たちは自然の中に体の復活の預言を見ます。私たちの地球の下の地層を通して過去を遡ると、そこに復活の絵図が見つかります。最初に、命のない体が見つかります。次に、植物が見つかります。この植物は太陽光に向かって葉と巻きひげを伸ばす力を持っています。次に、初期の動物たちに来ます。彼らは自分の成長を知覚できますが、自分で動くことはできません。彼らは岩の上のフジツボのように力がなく動くこともできませんが、命を持っています。次に少し上の地層を見ると、動けるようになった動物たちが見つかります。しかし、それらは自分の殻を越えて動くことができません。さらに上の地層を見ていくと、ついに動き回ることのできる四肢動物、舞い上がる羽を持つ鳥、理想的な姿と丈夫で美しいがっしりした体格を持つ人が見つかります。このように、物質的命から人に至るまでの連続的発展の様子を私たちは目にします。また、私たちは動物の世界の中に復活の型を見ます。例えば、毛虫は成長して蝶になります。化学過程により物質を分解して再構成することができます。ですから、一つの宝石を分解して化学物質に還元し、別の化学反応でそれを元の宝石に復元することができます。これは復活の型です。


  このように神は人々に、この再生された命の復活と変容の絵図を与えてくださいました。神は私たちをキリストの復活にもたらしてくださいました。キリストは眠った者たちの初穂です。また神が私たちに告げてくださったように、私たちの卑しい体はキリストの栄光の体にしたがって少しずつ造り変えられていきます。そして、来たるべき新時代の輝きと不滅の命の中、私たちはキリストに似た者とさえなるのです。これが私たちの幸いな望みです。いつの日か、肉体的困難に束縛されることはもはやなくなるでしょう。いつの日か、私たちは自分の行きたい場所に望みの速さで行けるようになるでしょう。そして、この肉体の命は私たちの最も高尚な思想や最も気高い目的に応じられる道具となるでしょう。いつの日か、私たちはこの全物質的宇宙の相続人となり、世界間を行き来することを許されるでしょう。そして来たるべき諸々の時代、贖いの物語を知らない生命体にキリストの恵みの驚異を知らせるでしょう。


  あなたをしばしば圧迫する疼きや痛みで落胆してはなりません。あなたには神の建物、手で造られたのではない家、天にある永遠の家があるのです。今ですら、あなたはイエスの復活の力を期待することができます。キリストが御手を伸ばして肉体に触れてくださることがしばしばあり、私たちはそれにあずかることができます。神はその保証を与えてくださっています。まもなく私たちの体は完全に贖われるでしょう。「見よ、わたしはすべてを新しくします」。


  



  千年王国


  



  こうした輝かしい御計画がすべて頂点に達するのは千年期においてです。今世界の中に働いている諸々の勢力が少しずつ発展して千年期になるのではありません。千年期は新しい時代です――「新しいエルサレムが天から出て神から下って来た」。千年期は天空からの新創造です。ダニエル書の像を打った石は、人手によらず山から切り出され、全地に満ちました。主の来臨は歴史的転換点になるでしょう。その時は明確に印づけられ、それ以前の全人類史とは完全に区別されるでしょう。この新しい時代を教会は待ち望んでおり、主は用意しておられます。この新しい時代の夜明けが特に意義深いのは、それが鼓舞する希望のためです。それは新しい世紀であるだけでなく新しい時代でもあり、世界の希望は成就され、教会は故郷に帰ります。


  



  新しい天と新しい地


  



  しかし、この千年期は始まりにすぎません。それに続いて、さらに輝かしい完全な出来事が次々に起こり、長久の永遠に至ります。やがて新しい天と新しい地が到来するでしょう。贖いの崇高な目的は今の地球だけに限定されません。イエス・キリストの十字架は地上のものだけでなく天にあるものもすべて和解させました。この新創造は、その無限で永遠の広がりをもって、神の全宇宙を一掃して獲得するでしょう。


  いつの日か、小羊の花嫁はその栄光の主と共に、天の新婚旅行で世界から世界へと行き巡ることを許されるでしょう。そして、訪れた世界で贖いの愛の物語を宣言するだけでなく、自分の体と栄光でそれを示すでしょう。「そんな考えは粗野な虚しい想像にすぎない」とどうして性急に考えるのでしょう？使徒が見事に述べているように、「それは天上にいる支配者たちや権威者たちに対して、教会により、神の多様な知恵を知らせるためです」。これが新創造の輝かしい展望です。このような希望があるのですから、「（私たちは）どのような人となって聖なる会話と敬虔さを持ち、神の日の到来を待ち望み、また早めればよいのでしょう？」。この観念をますますよく把握し、理解しようではありませんか。かつてないほど主の来臨の思想に浸り込もうではありませんか。そして「主の来臨に向けて」という言葉を、私たちの全生涯の標語、啓示としようではありませんか。苦難に遭うときや奉仕するとき、私たちの計画と働きの上に、私たちの希望と大志の上に、私たちの愛情、私たちの喜び、私たちの悲しみの上に、この言葉を書き記そうではありませんか。


  



  第８章 明けの明星


  



  「明けの明星が昇るまで」（二ペテロ一・十九）


  ペテロの第二の手紙は特に再臨の手紙です。彼は特にこの終わりの時代の不信仰や懐疑主義について指摘します。この終わりの時代、人々は進化論の間違った教理に満たされて互いに言うでしょう、「彼の再臨の約束はどうなったのか？（中略）万物は初めのままである」と。彼らは「万物は前にあったものから成長していき、時代が永遠に次から次へと移り変わっていくかぎり、進化は続く」と信じています。ですからペテロは手紙を読む人に、無頓着であること、目を覚ましていないこと、この世的であることの危険性について警告します。この手紙の姿勢は「神の日の到来を待ち望み、また早める」というこの句に要約されます。


  



  １．主の再臨の予表としての主の変容


  



  ペテロはこの節で三つの新しい刺激的な思想を私たちに与えます。第一の思想は、主の変容は特に主の再臨の予表だったということです。主の生涯は目立たない生涯でした。悲しみの人である主はこの世を行き巡りましたが、初めに持っていた栄光の輝きをあまり放たれませんでした。そのため弟子たちは、主が何者なのか、また主はやがていかなる者になられるのか、忘れるおそれがありました。ですから、しばしばこの覆いは取り除かれ、御父は彼の来たるべき王国の輝きと壮大さを示されました。他の場合よりも特に顕著だったのは、主が最も身近な三人の弟子を呼んでヘルモンの頂にゆっくりと登って行かれた時でした。彼らはガリラヤの務めの舞台を遠く離れ、ついに頂の休憩場所に到着しました。すると栄光が下って来て、雲が彼らを覆い、御父の声がしました。モーセがネボ山の寂しい墓場から戻って来て、エリヤが戦車に乗って栄光から下って来ました。そこに現れた光景はまさに再臨の予行演習でした。やがてさらに大きな規模で、またさらに長い期間にわたって、主は再臨されます。


  



  （ａ）主の再臨の栄光


  



  この出来事は試練に近づきつつある彼らを励ますためであり、主が十字架上で血を流して死なれるのを弟子たちが見る時、主は栄光の王であることを彼らが忘れないようにするためでした。御父はこの光景を示し、愛する御子の実際の威厳、威光、将来の王国を弟子たちに見せました。この光景の中に、キリストの再臨の栄光を特に反映する数々の点が見られます。


  主の衣は光のように白くなり、主の御顔は太陽のように輝きました。しばらくの間、弟子たちは愛する主を見つめることができませんでした。そのように、主はやがて栄光の中で戻って来られます。


  
    主は輝かしい姿で来臨されます、

    虹と嵐を身にまとって。

  


  再臨されるのは悲しみの人ですが、栄光に包まれています。弟子たちがその夜見た主の神性の輝きを描写することはできません。主の神性の輝きをヨハネは少しの間パトモスで目撃しました。パウロはそれをダマスコへの途上、一瞬目にしました。来たるべき栄光の日、私たちはそれを見るでしょう。そしてその時、その光景は私たちを永遠に主に似た者とするでしょう。


  



  （ｂ）死人のよみがえり


  



  次にこの変容の光景において、モーセはよみがえった死人を表しています。神はモーセを大昔に葬られましたが、モーセはここに登場します。彼は死ぬべき人間の装束をまとっていませんでしたし、衰え、弱さ、おぞましい腐敗はなく、栄光をまとっていました。その栄光は、彼がシナイ山から降りて来たとき彼の顔に輝いていた栄光よりも明るく輝いていました。モーセがシナイ山から降りて来た時、人々はモーセの顔に覆いをかけなければなりませんでした。モーセはイエスが再臨される時に復活する死者を表しています。すべての聖徒は同じ栄光の中によみがえります。弱さの中に蒔かれ、力の中によみがえります。朽ちるもので蒔かれ、栄光の中によみがえります。天然の体で蒔かれ、霊の体によみがえります。そして、よみがえった人々の容貌はすばらしい美しさを帯びているでしょう。彼らの姿が稲妻のように空間に閃くでしょう。そして、「義人は御父の王国で太陽のように輝きます」。私たちは人々を墓に葬り、死の鋳型と腐敗の証印の下に置きました。私たちは最後の愛情のまなざしを送りましたが、二度と見たくありませんでした。そして言いました、「死者を見えないように埋葬してください」。しかし、いつの日か、これは一変します！私たちは彼らを認め、彼らの美しさが私たちの顔を照らすでしょう。


  



  （ｃ）生者の携挙


  



  私たちはよみがえった死者を見るだけでなく、携挙された生者をも見ます。なぜなら、エリヤがそこにいたからです。彼は死ぬことなく、火の戦車で引き上げられました。そして、墓を通ることなく栄光の中に入りました。ですから、エリヤはイエスが再臨されるとき地上にいる群衆を表しています。彼らはイエスにあって眠ることなく、最後のラッパが鳴り響く時、「たちまち一瞬のうちに」変えられ、携挙によって引き上げられ、空中で主と会い、愛する者たちと再会します。そして、私たちは永遠に主と共に過ごすでしょう。これが実現する時、その光景はなんと壮大なことでしょう！


  



  （ｄ）小さな群れ


  



  変容の山には小さな群れ――ペテロ、ヤコブ、ヨハネ――がいて、主を見つめていました。彼らは主の再臨を待ち望むイエス・キリストの花嫁を表しています。モーセとエリヤはその予型、先駆者にすぎません。この二人は先駆者としてすでにその中に入りました。私たちもいつか彼らの栄光にあずかります。


  意義深いことに、すべての弟子がそこにいたわけではありませんでした。他の弟子たちは山の麓にとどまっていました。彼らは変容の山の栄光について聞きましたが、それを目撃しませんでした。しかし、三人の弟子だけが主の変容の場面に立ち会いました。この三人は主と共にゲッセマネの園に行くことになっていました。また、彼らは喜んで主のバプテスマでバプテスマされ、主の杯を飲み、少しだけ深く苦難を通って主の苦しむ御心に少しだけより近づこうとしていました――この三人が主の変容の場面に立ち会いました。この厳粛なメッセージに耳を傾けようではありませんか。もしかすると今、主は信者の群衆の中から人を選び出して、ご自分の小さな群れを整えておられるのかもしれません。この小さな群れは教会の大多数よりも先に、主の再臨という明けの明星の最初の輝きを目にするでしょう。


  



  （ｅ）力と勝利


  



  別の点にも注意してください――それはこれが彼らの生活に与えた力です。翌朝、彼らが山から下りて来た時、彼らは麓で悪鬼に憑かれた子供と悲しむ父親を見ました。弟子たちは悪魔の力の前で無力でした。しかし、山上にいた人々は神の力に満ち、奇跡が続きました。子供は癒され、父親の心は喜びに満たされました。彼らは勝利の内に栄光から世へと下って行きました。これもまた私たちに力を与えて、人生の揉め事や争いに立ち向かわせます。これがペテロが示している幸いな思想です。「私たちは主と共に聖なる山にいた時、主イエスの御力と来臨を見たのです」。


  



  ２．さらに堅くされた預言の言葉


  



  （ａ）旧約聖書の中の預言の言葉


  



  この節が示す二番目の思想は、「また、私たちはさらに堅くされた預言の言葉を持っています」（二ペテロ一・十九）です。これは神の御言葉のことです。この神の御言葉は主の来臨の約束で満ちています。まさに、聖書の土台、また贖いの展望は、イエス・キリストの来臨です。これは後付けの思想ではありません。これは人の堕落とキリストの十字架が暗に示しているものでもありません。神は常にイエス・キリストの王国というこの御計画に基づいてこの世界を形成しようとしてこられました。すべてはこの目的のために形造られてきました。第一の創造は第二の創造の予型となるよう意図されていました。低い地位にある被造物に対する人の主権についてヘブル書と詩篇に明確に述べられていますが、これは私たちがイエス・キリストと共にこの地球と物質的宇宙を治める時に持つことになる、いっそう大きな主権の予型です。アダムの創造と彼の脇からエバが誕生したことは、イエスの胸から取り出された彼の花嫁の予表です。創世記一章は黙示録二一章に対応します。このように神は常に彼の初臨を彼の再臨と結びつけてこられました。彼方のエデンに神はケルビムを置かれましたが、このケルビムは贖われた人の象徴であり、贖われた人は獅子と雄牛の力、鷲の素早さ、人の姿の美しさを持ちます。ケルビムは主の契約の署名であり、イエス・キリストの来臨の時に神が設立される彼の栄光の王国の象徴でした。


  次に、この預言の言葉を聖書全巻にわたって探すと、至る所に見つかります。例えば、アダムから七代目のエノクを見てみましょう。彼は典型的な人であり、完全な人です。エノクは神が人類に望んでおられる在り方の象徴です。エノクが生きていた時、彼は「見よ、主は来られる」というこの一つの偉大な真理を証ししました。エノクがこの真理を宣べ伝えてそれを完遂した後、彼はエリヤより先に死ぬことなく引き上げられ、聖なる栄化された人の完全な模範として移されました。


  ノアは洪水を経ました。この洪水は来るべき火の洪水の象徴でした。「古い地は水によって滅ぼされましたが、次に地は火によって滅ぼされます」とペテロは私たちに告げます。エノクは洪水の前に天に上りましたが、これは小羊の花嫁の予型です。主が来臨される時、小羊の花嫁は引き上げられて主と会い、この艱難を逃れるでしょう。洪水を経て新しい世界に到達したノアは、来るべき艱難におけるイスラエルの予型でした。イスラエルはこの洪水を通ります。


  アブラハムは彼方にあるものを目指して常に進み続けました。彼は約束されたものを受けませんでしたが、それを確信し、それを目指して走り、それを捉えました。そして、自分は地上ではよそ者であり巡礼者であることを告白しました。彼は土台のある都を待ち望んでいたのです。アブラハムは嗣業を授けてくれる主の来臨を待ち望んでいました。


  ヤコブは死ぬ間際にシロの到来を預言しました。ヨセフの最後の言葉は、自分の骨を携えてカナンに運ぶようにというものでした。それは、イエスが来られる時、彼が自分の民と一緒になるためでした。彼が死ぬ時に抱いた希望は、復活と主の来臨だったのです。


  モーセの律法の時代、ヨベルの年は千年期の予型であり、仮庵の祭りは神の収穫の予型でした。ダビデの王国はイエスの王国の絵図でした。ダビデの統治中の出来事はみな、イエスが来臨されるとき完全に成就されます。ダビデの前に偽物の王サウルが先立ちました。それと同じように今日、主の来臨を信じないまがい物の本物でない教会がイエス・キリストに先立っています。ダビデが王国を受けた時、彼は最初ヘブロンで小さな群れの統治者にすぎませんでした。七年後、彼はイスラエルの王になりました。イエスはまず彼を待ち望む人々と一緒になり、その後、来て、国々を統治されます。勝利の王ダビデの後を継いだのは平和の王ソロモンでした。そのように、勝利を勝ち取って敵を滅ぼしたイエスは平和の王国をもたらされます。ソロモンは来るべき栄光の予型です。戦いの太鼓が鳴ることはもはやなく、戦いの旗はたたまれ、緊張と争いはやみ、世界は平和に包まれます。


  それから少し歴史を下ると、預言者の時代に来ます。この預言者の時代は来るべき王国の燃えるような幻を預言したイザヤから始まり、ヨエルに至ります。ヨエルは主の大いなる恐るべき日について、決断の谷にいる群衆について、イエス・キリストと共に天の軍勢がヨシャパテの谷に降りて来ることについて、最後の大きな戦いについて、そしてユダの谷を流れ下る祝福の流れについて告げます。アモス、ホセア、他のすべての小預言者たちは、何度も何度も立ち上がってこの高遠な主題を繰り返します。これがエゼキエルの後期の幻における特別な負担でした。彼は神の御子と反キリストの軍勢との間の最後の戦いに関する絵図を詳細に私たちに示します。これがダニエルの幻の一つの主題であり、何度も何度も彼はそれを預言ではなくすでに起きた出来事であるかのように書き記します。最後にゼカリヤとマラキがいます。後者は特に、旧約時代終結の日没を要約して日の出を示します。「わたしの名を畏れるあなたたちには義の太陽が昇り、その翼には癒しがある。あなたたちは進んで行って、牛舎の子牛のように成長する」。旧約聖書はキリスト来臨の希望に満ち、その全ページにこの勝利の音色が鳴り響いています。


  



  （ｂ）新約聖書の中の預言の言葉


  



  新約聖書に来ると、いっそう豊かで明らかになります。イエスの全生涯は彼の再臨の型であり、それと対応しています。人々が遙か東方からやって来て贈り物を贈ったように、主が再臨される時、人々がやって来るでしょう。星が道中導いたように、明けの明星が主の来臨を告げるでしょう。主の誕生にヘロデとエルサレムが震撼したように、王が来臨される時、国々は揺れ動くでしょう。


  主の地上生涯は彼の再臨に関する多くの絵を示しています。例えば、主が祈るために山に登って行き、弟子たちをガリラヤの海に残された夜のことを考えてみましょう。これは今の暗闇の時代に地上にある教会の絵であり、この間、主は山の上で神に祈っておられます。朝の夜回りの四時に主が来られると、海は大なぎになりました。そのようにこの暗闇の時代の終わりに主は来臨され、地の暴風雨と荒れる大波はやみます。また、務めの最後に主がエルサレムに入城したのを見なさい。主はまずベタニヤに、郊外にいた小さな群れのもとに行かれました。そして人々は個人的に主と会いました。最初がマルタ、次がマリヤでした。主が再臨される時、主は空中で友人たちと会われるでしょう。ラザロが死者の中からよみがえらされたように、死者はよみがえらされ、私たちは彼らに会うでしょう。ベタニヤの宴席は小羊の婚宴の絵です。次の絵はエルサレムへの勝利の登坂です。その行列はオリーブ山の斜面を下って行き、主は宮の中に座られました。子供たちはダビデの子なる主を告げ知らせ、群衆はヤシの枝を主の足下に敷き、イスラエルの王なる主をあがめました。そのように主はイスラエルの王として認められるでしょう。しかしその前に、主は聖徒たちの「王」として、死者の「復活」として、彼の愛する花嫁の花婿として来臨されます。


  主はエルサレムの破壊と、異邦人の時が満ちるまでイスラエルが散らされることについて語られました。また主は、主の来臨のしるしについて、一人は取られ一人は残されることについて、用意の出来ている者が分かたれることについて、大いなる世を後に残すことについて、選民が地の四隅から集められて主と会うことについて語られました。その後、暗黒の恐ろしい艱難が世界の上に降りかかり、それに続いて人の子が大いなる栄光を帯びて現れます。人の子の現れは彼の民のためではありません。なぜなら、彼の民は彼と共にいるからです。人の子の現れはこの邪悪な世を裁くためです。この預言の中に出てくる代名詞に注意するといいでしょう。「それゆえ、あなたたちは目を覚まして、いつも祈っていなさい。それはあなたたちが起ころうとしているこれらすべてのことから逃れて人の子の前に立つのにふさわしい者となるためです」。「地のすべての部族は嘆き悲しむ。そして彼らは（あなたたちではなく）人の子が力と大いなる栄光を帯びて天の雲に包まれて来るのを見ます」。


  このように、キリストは教えやたとえにより、「さらに堅くされた預言の言葉」を私たちに与えてくださいました。処女のたとえが私たちに教えているのは、聖霊でバプテスマされて用意を整えるべきことです。タラントのたとえは、主の来臨まで仕事に励むべきことを教えます。大いなる宴席のたとえは、福音の行く末について教えます。福音は多くの人から拒絶され、貧民街に下り、異教徒のところに出て行って、まさに無価値な人々を集めます。それから主が来臨されます。救いの物語はやみ、次の時代を迎えます。


  書簡や黙示録に記されている預言の言葉について、その概要をどれほど短くまとめたとしても、それですら長すぎてここにはおさまりません。しかし、それらは主の来臨の約束で満ちていると言えば十分でしょう。使徒行伝は何度も何度も主の来臨について述べており、ローマ人への手紙の九章から十一章はこれにあてられています。コリント人への手紙の最も長い章は復活の光景について見せています。テサロニケ人への手紙はすべて主の再臨についてです。ペテロはこの御言葉からわかるように主の来臨について書き記しています。ユダとヤコブ、それに第一ヨハネも、主が現れて私たちが主に似た者となる時の幻で満ちています。


  黙示録はキリストご自身の預言です。なぜなら、主は天に昇ってから六十年後にパトモスに下りて来られ、ご自身の口で語ってヨハネに黙示録をお与えになったからです。何度も出てくる知らせは、「見よ、わたしはすぐに来る」です。そうです、愛する者よ、私たちは「さらに堅くされた預言の言葉」を持っています。この預言の言葉に私たちは「暗いところを照らす光として、よく注意を払います」。


  



  ３．明けの明星の啓示


  



  この節が示す三番目の思想は、あなたや私の心に個人的に明けの明星が啓示されることです。二つのこと、夜明けと星について述べられています。夜明けは千年期が世界の上に力強く臨むこと、主の栄光の来臨を意味します。しかし、明けの明星はそれとは全く異なります。明けの明星は夜明け前に現れます。明けの明星が輝くのは、空は暗く、地に太陽が昇っていない時です。それは昼の前触れです。これが意味するのは、この世が主の来臨を認識するまであなたは待っていてはならないということです。イエスラエルが義の太陽が昇るのを見るまで待っていてはなりません。あなたは明けの明星をいち早く目にしなければなりません。この世が明けの明星について何か知る前に、あなたは自分の心を明けの明星に照らしてもらわなければなりません。あなたは花婿のささやく声、主は近いという個人的な知らせを聞かなければなりません。そして、主が現れようとしているしるしが地や空に何もなくても、あなたは主の来臨の光の中で生きなければなりません。マラキ書を見ると、麗しいことに、主はイスラエルに対して日の出のように現れます。しかし、新約の教会に対して、主は明けの明星のように現れます。


  預言の真理の絶妙さ――まるで偶然の一致であるかのようです――ほど美しいものはありません。旧約聖書を締めくくる章には「義の太陽」が出てきますが、新約聖書を締めくくる章には、「わたしは輝く明けの明星です」「見よ、わたしはすぐに来ます」とあります。主はまるで私たちにこう言っておられるかのようです、「愛する新約のクリスチャンよ、あなたは地上の民イスラエルより少しだけわたしに近いのです。わたしはイスラエルを訪れる前に、あなたのもとに来ます。わたしは艱難が始まる前に来てあなたを携え挙げますが、イスラエルには艱難を通らせてその後彼らを救います。わたしは夜が明ける最初の瞬間にあなたのもとに行きます。わたしはあなたに目を覚まして待っていてほしいのです。わたしの願いは、たとえ明けの明星がまだ空に見えなくても、あなたが自分の心の中に明けの明星を持つことです」。


  明けの明星とは何でしょう？イエスご自身です。ではイエスはどこにおられるのでしょう？聞いてください、「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」。明けの明星はどこにあるのでしょう？あなたの心の中です。この観念は単純で次のとおりです――あなたの心の中に住んでおられるイエス・キリストは、聖別する方、日々の苦闘であなたを助けてくださる方であるだけではありません。また、友人また慰め主であるだけではありません。あなたの心の中におられるイエスは、彼がすぐに来ることを常にささやく方であり、この栄光の望みの証人であって、彼の花嫁とするためにあなたを整えておられるのです。そして、その時が間近に迫っていることを、主は適切な時にそれとなく私たちに教えてくださいます。あなたたちの内におられるキリストは栄光の望みです。あなたたちの内におられるイエスは、彼が来たりつつあることであなたたちを喜ばせてくださいます。また、あなたたちに義の衣を着させ、準備が整ったことをあなたたちに知らせてくださいます。そして、主の再臨をあなたの人生の中で最も甘美なもの、最も慰めに満ちた動機としてくださいます。ああ、あなたは主をこのように知っているでしょうか？


  一月にカリフォルニアにいた時、特別集会の間でしたが、私はホテルの机の所で何度かある老紳士と席を共にしました。私たちはよく旅の話をしました。彼は娘たちと一緒に少し道草をして、マッターホルンの壮大な景色を見に行った時のことを私に詳しく話してくれました。ホテルにいた旅人たちは何週間も待っていたのですが、まだその山景色を見ていませんでした。空に霧が立ちこめているせいで、その美しい光景が見えないのを、旅人たちは残念がっていました。老紳士が一日費やしてマッターホルンを見に行く話をした時、人々は彼を笑いました。しかし、老紳士は案内人を見つけ、夜中に登る手はずを整えました。それは日が昇るまでに雲と霧を越えるためでした。彼らはゆっくりと登り続け、ついに朝の三時頃、星がちらほら見え始めました。彼らが休憩して少し待っていると、突然、娘の一人が空の奇妙な景色に父親の注意を引きました。まるで大きなたいまつが天からぶら下がっているようでした。案内人の話によると、そこは山頂で日の出の光を浴びたところだったのです。その光景は麓ではまだまだ見られない光景でした。彼らはゆっくりと山を下り、体を休め、昼食時にホテルで友人たちに会って、マッターホルンの美しさを詳しく話して聞かせました。旅人たちは、老紳士の一行がマッターホルンを見るために雲の上に登り、その壮大な光景を見た話を聞かされた時、驚くと共に残念がったのです。


  老紳士がこの美しい話を私にしてくれている間、まもなく私たちの世界を明るく照らすことになる別の日の出に関する思いが私に臨み続けました。人々の多くはこの日が昇り終わるまで、それを見ることはないでしょう。しかし、私たちは自分たちの心の中にある明けの明星によって、日が昇る前からそれを見ることができます。そして、義の太陽が癒しの翼と共に昇る時、私たちはその場に居合わせることができます。どうか主がこの真理を私たちにとって実際のものとしてくださいますように。それはこの真理が私たちの心と生活の中で第一のものとなり、私たちを鼓舞していっそう優れた聖潔、キリストと人のためのいっそう優れた働きへと到らせるためです。


  



  第９章 天よりも高く


  



  「天が地よりも高いように、主を畏れる者に対する主のあわれみは大きい。東が西から遠いように、主は私たちの咎を私たちから遠ざけられる。父がその子らをあわれむように、主はご自分を畏れる者をあわれまれる。」（詩篇一〇三・十一～十三）


  卓越した愛がこの節の基調です。第一に、詩篇記者は神のあわれみを最高天に達する垂直の線で測ります。それから彼は、「天が地よりも高いように、主を畏れる者に対する主のあわれみは大きい」と私たちに告げます。次に彼は寸法線を横に伸ばします。その線は東の彼方、西の果てにまで達します。そして彼は、もはや二度と交わることのない途方もなく長大な距離の中で交点が消え去るのを見ます。彼は叫びます、「東が西から遠いように、主は私たちの咎を私たちから遠ざけられる」。それから彼は下げ振りを深遠なる深み――父の心、人の最高の愛――の中に垂らして、最高潮に達します。「父がその子らをあわれむように、主はご自分を畏れる者をあわれまれる」。これが神の卓越した愛の寸法です。天の頂より高く、無限の空間より広く、人の愛の極みより深いのです。少しのあいだ彼に耳を傾けて、この霊的探検の航海をすることにしましょう。


  



  神の愛の高さ


  



  第一に、神の愛の高さを考えることにしましょう。かつて私たちが目にする世界は、子供部屋の四角い壁、遊び場の垣根、小さな農園を囲む森で制限されていました。しかし、仕切りの向こうの広い世界に最初の一歩を踏み出して、自分の視野がいかに狭かったかを悟った日のことを私たちは覚えています。次に、世界がさらに広がる時が来ました。その時、私たちは祖国の国境線を越えてさらに広大な世界、強力な国々、あふれんばかりの人々、地球上の多くの部族や言語を垣間見ました。私たちの視野は広がり続け、私たちは「世界を股にかけて生き」始めました。しかし、この詩篇記者はさらに高遠な世界に私たちを導きます。彼は私たちの目に望遠鏡を覗かせて、広大無辺な空間にひしめく無数の世界を調査するよう私たちに命じます。そして彼は、神の普遍的統治の下にあるこれらの壮大な領域と照らし合わせて、御父の愛と御父の威光とを学んで理解するよう私たちに命じます。


  ダビデが夜の天蓋の下でシリアの空の美しい光景を眺めた時、彼の心は引き上げられて、神のあわれみという壮大な観念に思いを馳せました。彼は叫びました、「私は、あなたの指のわざなる天と、あなたが設けられた月と星とを思います。人は何者なので、あなたはこれを御心にとめられるのですか。人の子は何者なので、あなたはこれを顧みられるのですか？」。しかし、現代科学に照らして見る時、この言葉はなんと意義を増すことでしょう！望遠鏡を使うと肉眼で見える数千倍の星を見ることができます。また、高等数学により天文学的な星の距離と重さを測れるようになったのです。


  これらの巨大な天体の大きさを比較すると、私たちの地球はみかん、月はビー玉、太陽は普通の家に相当します。しかし天文学によると、彼方にはシリウス、宵の明星、カペラ、アルクトゥルスのような他の太陽があります。アルクトゥルスについて大昔ヨブは歌に詠みました。この美しい琥珀色の星は夏の夜空にひときわ明るく輝く星です――これらの星々の重さは私たちの太陽の数百倍もあります。私たちの太陽があるところにアルクトゥルスを置くと、それは太陽から地球までの距離の三分の二に達します。太陽を家で表すと、アルクトゥルスはちょうど市に相当します。なぜなら、アルクトゥルスを一つ造るには、私たちの太陽が五〇〇〇、〇〇〇個必要だからです。このように、地球の上に広がる天は高遠なのです。


  次に星の数を考える時、この展望はさらに素晴らしいものとなり、この対比はさらに強烈になります。私たちの太陽系は九つの惑星、多くの小惑星、数個の月から成り立っています。しかし、これらの天体の彼方には無数の恒星があり、雲のない夜ならいつでも、私たちはそれらの恒星が文字どおり空にひしめいているのを見ることができます。これらの恒星のうち、北半球と南半球の全天で目に見えるのは約六、〇〇〇個です。しかし望遠鏡を使うとこの一万七千倍の恒星を見ることができ、これらの燃え輝く一億以上の天体が巨大な空間を占めています。おそらく、望遠鏡の届かないさらに遠方の領域には、さらに無数の天体があるでしょう。肉眼ではかすかな雲のようにしか見えない星団がありますが、望遠鏡で見ると燃え輝く太陽の集団が見えてきます。ハーシェルによると、眼ではかすかにしか見えないヘラクレス星団の中には、おそらく少なくとも一四、〇〇〇個の個別の太陽があります。もしそれらの太陽の一つ一つが太陽系の中心だとすると、この宇宙には多数の世界があって、さらにその一つ一つの世界の中にも多数の世界があることになります！


  さらに先に進んで星々の膨大な距離を考える時、私たちの心は圧倒されてしまいます。私たち自身のちっぽけさと比較すると、ますます圧倒されます。地球から太陽に行くには、時速六十マイルで二百年かかります。しかし、これは最も近い恒星の場合にすぎません。地球から太陽までの距離を十フィートとすると、地球から月までの距離は半インチ以下です。最も近い恒星まではニューヨークからバッファローまでの五百マイルに相当し、たどり着くのに五千万年かかります。次に近い恒星はシカゴ、三番目はサンフランシスコです。その他の恒星はこの遙か彼方にあり、その距離を見積もることは最高に精密な数学的測量をもってしても不可能です。


  次に、さらに時間の要素をこれに加えることができるでしょう。天が示す証拠からわかるように、これまで代々の時代にわたってこれらの天体が形成されて形づくられてきました。そして、これらの天体は造物主の御手と御思いによって空間を周期的に運行してきました。私たちはこれを見るとき初めて、「永存する神また永遠の父」という言葉の意味を適切に理解できるようになりはじめます。


  天が地よりもこれほど高いように、私たちの神の威光とあわれみは私たちの思いよりも遙かに高いのです――私たちの小ささ、無価値さ、罪よりも高く、私たちの信仰、希望、最高の観念よりも高いのです。言葉では表現できないほど、また心では感得できないほど高いのです。


  これらのことから多くの思想や結論が導かれます。第一に、巨大な天球と比べて神の愛の謙遜さがわかります。「人は何者なので、あなたはこれを御心にとめられるのですか」。


  しかし次に、物質的事柄との比較で心に思い浮かぶのは、人間生活と不滅の魂とが持つ価値です。この世界は生きている世界です。彼方の天体のどれかに生物が住んでいるかどうかはわかりません。私たちの最も身近な隣人である月を見ると、月は荒廃して岩が剥き出しになっており、クレーターは口を開け、火山性の岩石が大量に積み重なっています。そこに生命が存在する可能性はなさそうです。巨大な木星を見ると、木星は私たちの惑星の千倍の大きさで、人のような生き物は生存できそうにありません。なぜなら、木星の密度は水以上であり、重力は地球上の二倍半と途方もない大きさだからです。このような重力下でまっすぐ立とうとしたり、地面の上に横たわろうとするなら、どんな人でも骨が砕けてしまいます。太陽系のもっと遠い惑星に私たちのような生き物が住んでいる可能性はさらに低そうです。火星は他のどの天体よりも地球に近いですが、高度な有機的生命体が住めそうな天体を私たちは他に知りません。ですから、私たちの小さな地球に価値があるのです。地球には主が造られた人々がいます。もしかすると、主はこれらの人々が他の惑星や太陽系の開祖となるよう計画されたのではないでしょうか？もしかすると、この地球は小さな子供部屋であり、そこで神は人類を育て養い、他の天体に住まわせようとしておられるのではないでしょうか？教育を受けて完成された人々はこの宇宙を植民地化し、この広大な領域をアダムの子らではなく神の子らで覆うことになるのではないでしょうか？神の形に形造られた種族、造物主と被造物とを結び合わせる栄光の種族が、永遠に人と神とを結ぶのではないでしょうか？


  次に、彼方の天を仰ぎ見る時、私たちの神の知恵と力がある程度うかがえます。そして私たちはこの探査結果から、私たちのために大いなる贖いを計画しえた主の御心と、罪とサタンと墓を征服しえた主の御力と、主の子供たちと主の御業の代理人全員の必要をすべて満たすに足る主の資源とをよりよく理解します。


  また、天を調べることにより、贖われた者たちの将来の家のために神がすでに備えてくださっている材料の壮大さについて、ある程度うかがい知ることができます。神の霊感を受けて書き記された書の中に一つの都が出てきます。その都の通りは金、門は真珠です。望遠鏡で彼方の色づいた星々の美しい集団を見ると、この上なく素晴らしい青色、きわめて見事なエメラルド色、最高の輝きを放つ金色を見ます。これらの色は筆で描くことも、彫刻家が磨き出すこともできません。おそらく、これらの宝石が王の宮殿を飾るでしょう。また、これから私たちは御父の家に関する適切な見解を形成することができます。御父の家には「多くの部屋」があり、今この家を御父は愛をもって用意しておられるのです。


  次に、私たちがこの宇宙の巨大な周期を一瞥する時、また過ぎ去った代々の時代――それらの時代を通って天は発展してきたのです――を振り返り、すでに過ぎ去った数十億年という時間から来たるべき諸々の時代を推定する時、私たちは全能者の齢と贖われた者の将来の生活についてある程度見当をつけることができ、また永遠の意味をある程度うかがい知ることができます。神の御前にはこのように代々の時代があり、それらの時代を通して神はご自分の愛と恵みの御旨を成就されます。これを知って私たちは喜びます。神に時間を与えるなら、悪はすべて正され、涙はすべて拭われます。「それは、キリスト・イエスを通して私たちに賜った慈愛の中で、彼の恵みの卓越した富を来たるべき代々に示すためでした」。


  さらに、敬虔な天文学者たちがこれまで指摘してきたように、偉大な贖いの奥義を示す象徴が天にないわけではありません。南極点を巡る南十字星は部分的に深紅の星々から成っています。望遠鏡で見ると、時々、天の面に血のように赤い点々が見えることがありますが、これは天体観察者の目に救い主の十字架の物語を告げているかのように映ります。私は来たるべき栄光の日について考えるのが好きです。その日、自然界は贖われた人々と一緒に、創造主であり贖い主である方の栄光を祝うでしょう。その日、一連の過程を経て――これは科学がもたらした驚異からすでに予期されていることですが――距離の問題は解消され、空間は圧縮されるでしょう。そのため、肉眼が望遠鏡の役割を果たすようになり、遙か彼方の天体さえも近くなり、果ての方でした音も耳で聞き取れるようになります。そして、これらの燃え輝く天体はみな、もはや数百マイル単位で測られることはなくなり、まるで御座の周りを巡っているかのようになり、王の宮殿の明かりや宝石のようになります。その時、ヨハネの見た幻が成就されます。「私はまた、天と地と地の下と海の中にいるすべての被造物が言うのを聞いた、『御座に座している方と小羊に、祝福と栄誉と栄光と力が、永遠にわたってありますように』」。


  



  神の愛の広さ


  



  第二に、私たちは神の愛の広さを見ます。「神の愛は海のように広い」。いいえ、神の愛は大海原より遙かに広いのです。なぜなら、「東が西から遠いように、主は私たちの咎を私たちから遠ざけられる」からです。神の愛の水平線は無限で、測ることができません。北と南とは両極点で交わります。あなたが北に進み続けるなら、やがて向きを変えて南に向かわなければならなくなります。しかし、東と西とは決して交わることはありません。ニューヨークからカリフォルニアへ、カリフォルニアから中国へ、中国からインドへ、インドからヨーロッパへ、ヨーロッバからニューヨークへ、そしてまたカリフォルニアへ、という具合にあなたは永遠に西に向かって進み続けます。向きを変えて東に進み続けても、やはり東への道のりは無限に伸びています。地球上では、東に向かう人と西に向かう人とは、どこかで必ず出会うでしょう。しかし、東向きの線と西向きの線を地球上ではなく広大な空間面上に伸ばすなら――これが神の測量線です――その二本の線は決して交わりません。遠く遠く線の先端は永遠に離れていき、この旅が続けば続くほど、両者の隔たりはますます大きくなります。このように、愛する者よ、私たちの罪と私たちとは離れていくのです。私たちの罪は日毎に私たちから遠ざかっています。神は罪人に対するあわれみを次のような絵図で描写しておられます、「わたしは厚い雲のようにあなたの咎を覆い隠した」「わたしはあなたの罪を思い出すことをしない」「あなたは彼らの罪をすべて海の深みに投げ入れられます」「イスラエルの罪を探しても見つかることはない」。これらの御言葉はこの美しい御言葉で最高潮を迎えます、「東が西から遠いように、主は私たちの咎を私たちから遠ざけられる」。これを易しく言い換えるとどうなるでしょう？


  神は私たちの罪を覆い隠すだけでなく、私たちの身代わりなる方の頭上に罪の刑罰を下すことにより、罪を贖ってくださいました。神は過ちを見過ごすことなく、すでに十分に一度かぎり永遠に処罰されたのです。もはや再び罰せられることはありえません。キリストにあって私たちは自分の罪に対して死にました。罪はもはやなく、神の義は罪を思い出すことを私たちに禁じます。「それゆえ今や、キリスト・イエスにある者は罪に定められることがありません」。


  これが意味するのは、私たちは赦されただけでなく、義とされたということです。私たちは義と見なされます。私たちは、すべての戒めを守って神の律法と義のすべての要求を満たした者のように扱われます。私たちはイエス・キリストにあって受け入れられ、彼の義はすべて私たちのものと見なされます。私たちは御座の前に立ちます。それは、あわれみにより赦されて当然受けるべき報いを免れた難民としてだけでなく、「神が選ばれた者を誰が訴えることができるのでしょう？神が義としてくださるのです」と言える義とされた男女としてです。


  これが意味するのは、私たちが罪に対する神の裁きから救われたということだけでなく、罪の力そのものが砕かれたということです。罪の原則は根元から打たれ、私たちの心の中に働かれる聖霊の働きにより、私たちは聖別され、罪の支配から解放され、神の形と神の姿の麗しさに回復されます。


  これが意味するのは、私たちはアダムが失ったものを通して回復されるということだけではありません。私たちは上げられて、ある地位とある運命を迎えるよう回復されるのです。その地位と運命は、罪によって贖いが必要にならなかった場合に私たちが迎えたであろう地位や運命よりも遙かに高貴なものです。罪が満ちあふれたところには、さらに豊かに恵みが満ちあふれました。呪いは転じて祝福となり、堕落は転じて救済より遙かに高いものを示す機会となりました――それは造り変えと栄化です。贖われた人々と神の宇宙に住む全知的生命体にとって、これは永遠にわたって驚異と崇敬の賛美の的となります。


  



  神の愛の深さ


  



  さて、神の愛の深さを見ることにしましょう。「父がその子らをあわれむように、主はご自分を畏れる者をあわれまれる」。神の御心はしばしば地の素晴らしさから転じて、彼の子供たちの内にあるいっそう深い知性や愛を探し求めずにはいられません。ある王と王女の話はだれでも聞いたことがあるでしょう。その王と王女は壮麗な宮殿のただ中にいるのですが、心に悲しみを抱えてそこを離れます。亡くなった愛する者の顔と姿がそこにないからです。愛する者が見つからないので、人をあざ笑うかのようなその壮麗さにうんざりしてしまいます。私たちの御父の御心を満足させるには、星団、燃え輝く太陽、秩序ある調和のとれた輝かしい太陽系以上のものが必要です。神は「天もわたしを入れることはできない」と言われます。神が満足を求めて探しておられるのはこのようなものではなく、へりくだった砕かれた心です。「主の分はその民、ヤコブは主の嗣業の分け前である」。


  私たちの神は力、知恵、威光の化身であるだけでなく、大いなる父の心を持つ方です。神の民の中で最も弱く最も無価値な者ですら、必要な時にあわれみと助けを求めてこの方に向かうことができます。私たちは父の心を示す絵図を神の御言葉以外のどこに求めればいいのでしょう？。この年を経た命の書の中には、二種類の父親が描写されています。第一の父親は、昔の族長ヤコブの絵図の中に描かれています。ヤコブは優しい愛でヨセフを愛していました。ヨセフは父親を決して嘆かせたことのない良い子であり、彼の若き日の悲劇はこの老人の心を打ち砕いて慟哭させました、「私は嘆き悲しみながら墓に下り、我が子のもとに行こう」。しかし、もう一つの父親の心があります。一人の王がマハナイムの門で待っていました。一日中、王は苦悶と不安の中、そこに座っています。王は戦いの報告を待っています。彼の王国はその戦いにかかっていました。王の子供が王座と王の命を求めて戦っていました。アブサロムは長年にわたって欺きと策略を用い、イスラエル人の心を掌握しました。そして今日、ダビデの最も勇敢な首長たちが、背いた彼の子から彼の王国を救うために戦っていました。使者たちが来ては去るごとに、父親は戦いの知らせについては聞かずに、自分の息子について聞きます。次々と急使が門に到着するたびに、王が熱心に発したのは「戦いはどうなったのか？勝ったのか？」と言う問いではなく、「あの若者アブサロムは無事か？あの若者アブサロムは無事か？」という悲痛な叫びでした。そしてついに、輝かしい勝利の知らせ、戦いに勝利した知らせ、王国が救われた知らせが届きましたが、王はそんな知らせには少しも気をとめませんでした。なぜなら、アブサロムが死んだという恐ろしい知らせが王の耳に届いたからです。王は父親として悲痛な叫びを上げます、「ああ、我が子アブサロムよ、我が子、我が子アブサロムよ。あなたの代わりに神が私を死なせればよかったのに。アブサロム、我が子、我が子よ！」。これは不良少年に対する、無価値な子に対する、恩知らずな息子に対する父の心です。


  この後者の絵図を主イエスは取り上げて、さらに鮮やかな筆致で御父の心に関する永遠の絵図を描き上げられました。その絵が福音書の物語の中で輝くのを見なさい。主ご自身が放蕩息子の帰りを門で待っておられます。何度主はそこで待っておられたことでしょう！主がずっと見張っておられたことは、主がずっと遠くにいた放蕩息子を見つけたことからわかります。息子の帰りを見つけそこなう隙は一瞬たりともありませんでした。そして見よ、父親はもう出かけて行って、ぼろ切れの束に向かっています。そのぼろ切れの束が息子だとは、父親以外のだれにもわからなかったでしょう。父親の腕が息子の首を抱き、父親は息子を強く抱きしめて、その哀れな息子の「私をあなたの雇い人の一人にしてください」という取るに足りない言葉を遮ります。この言葉は言い終わる前に遮られ、父親の喜ばしい声だけが響き渡ります。「最上の衣を持って来て、この子に着せなさい。手には指輪をはめ、足には靴を履かせなさい」。父親が与えうる最上のものを息子に与えなさい。「私のこの息子は死んでいたのがよみがえり、失われていたのが見つかった」。もう一人の息子に関する絵図が、この絵図の傍らに対を成して立っています。「子よ、あなたはいつも私といます。私のものはすべてあなたのものです」。そうです、神は従順な子に対して父の心を向けておられます。しかし、ああ、父の愛の深さを極みまでも明らかにするには、罪と死の深淵が必要なのです。


  人々は一人の母親の物語について告げます。その母親は一生の間ずっと自分の罪深い息子を探し続け、「あの子はじきに戻って来ます。あの子は最後には立ち直ります」と言い続けます。母親は息子をあきらめられません。ついに母親は、息子がアメリカの牢獄の裏庭に葬られていることを知りました。母親は骨を一本だけ求めました。自分の骨を息子の骨の隣に埋めるためです。これが母の愛であり、父の心であり、救い主の愛です！


  神の偉大さと人の極度の脆さとの対比が、詩篇百三篇十四節に見事に述べられています。「主は私たちの成り立ちを知り、私たちがちりであることを覚えておられる」。神は無限のあわれみをもって、ご自分の哀れで、いつか死ぬ運命にある、罪深い、病み苦しむ子供たちを見下ろしておられます。子供たちが無力だからこそ、ますます父親にとって大切なのです。あなたは哀れな身障者の子供が亡くなるのを見たことがあるでしょうか？その子が死んで家からいなくなる時、丈夫な健常者たち以上に大きな悲しみがあるのです。あなたは母親のこのうめき声を聞いたことがあるでしょうか、「私は他のどの子よりもこの子が恋しいのです。この子はいつも私を必要としているようだったからです」。そうです、これが父たる神の心です。今日、心の傷ついている人、惨めな人生を送っている人、人の希望も地上の助けも見えない罪深い人はいるでしょうか？ああ、聞いてください！「父がその子らをあわれむように、主はご自分を畏れる者をあわれまれる」。


  
    「優しい父親がいなくなった子供を慕うように

    神は人が戻って来るのを望んでおられます。

    ああ、かくも長く神のあわれみをはねつけてきた罪人よ、

    帰りなさい、神のもとに帰りなさい！」
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